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第 I 部

建築

The Wheel as structure — what it is, how it
integrates, what lies at its centre, what lies

beyond.
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第 1章  ·  第 I部  —  建築

調和の輪

*「調和の道

」の主要なナビゲーションツール。調和主義

のフレームワークの一部です。この「輪」が存在する理由につい

ての入門エッセイについては、統合された人生

をご覧ください。*

https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/the-integrated-life
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調和の輪は、7+1の形式をとる8本の柱からなる構造であり、幾
何学的には七角形の地図として表現されます： プレゼンスを中
央の柱とし、その周囲を7つの周辺の柱が取り囲んでいます。各
柱は、完全な幸福のために調和が必要な人生の次元を表してい

ます。各柱は独自のサブホイールへと展開します。これは同じ

7+1構造のフラクタルであり、独自の中心スポーク（プレゼンス
のフラクタル）と7つの周辺スポークを持っています。
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プレゼンスは、この「調和の輪」全体の中央の柱として立ち、

フラクタル的に最も重要な存在であり、他のすべての柱の中心

に、その柱固有の中心原理として存在しています。それは、あら

ゆる次元が生き生きと息づくための意識の在り方です。 プレゼ
ンスはスピリチュアリティの本質です――今ここに完全に在るこ
と、呼吸と共に在ること、心に無条件の喜びを抱き、心に平和

な明晰さを持つことです。これは特別な達成ではなく、もはや

妨げられていない意識の自然な状態、原初的な状態なのです。

「輪」は、二つの補完的な道を通じて「プレゼンス」に奉仕す

る。「ヴィア・ネガティヴァ（否定の道）」は、それを覆い隠すも

の（身体的な不調、感情的な反応性、概念的な雑音）を取り除

き、「ヴィア・ポジティヴァ（肯定の道）」は、意図的な実践を通

じてそれを積極的に育む――心を活性化させ至福の喜びに身を委
ね、内なる目（Ajna

）に焦点を合わせ、純粋で平和な意識に浸り、深い瞑想の中で

「意図の力」をエネルギーセンターへと向ける。 両方の道は同
時に機能します。浄化は能力を明らかにし、能力を行使するこ

とは浄化を深めます。

7つの周辺の柱が「プレゼンス」という中心の柱を取り囲み、そ
れぞれが人生の不可分な次元に対応しています。健康とは、エネ

ルギー、物質、意識の神殿としての身体をケアすることです。物

質は物質的な次元を構成します：住まい、テクノロジー、財

政、資源、そして物質的手段に対する責任ある管理です。 奉仕
とは、公益のために個人の力を用いることであり、仕事や貢献

における「ダルマ

（神聖な存在）」の外的な表現である。人間関係は、愛、家族、

友情、コミュニティ、そして弱い立場にある人々への奉仕とい

った、人間の絆の全領域を包含する。学びとは、実践的なスキ

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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ルから神聖な知識に至るまで、あらゆる次元における理解を絶

えず深めていくことである。 自然とは、自然界とのつながり
——生態学、パーマカルチャー、自然のリズムへの調和、そして
「Logos

（宇宙の秩序）」の現れとしての生ける宇宙への畏敬の念——を
指します。レクリエーションとは、遊び、創造性、そして喜びの

次元——無垢さの回復と、目的ある人生への喜びの統合——で
す。

「輪（The Wheel）」は、人が人生のあらゆる次元において調和
を評価し、育み、維持するための実践的な道具である。各柱

は、中心の柱である「プレゼンス（臨在）」を通じて互いに繋が

っており、これはプレゼンスがすべての柱の中にフラクタル的に

存在しているという事実を反映している。すなわち、中心の柱が

持つ生命力を与える性質が、すべての周辺の柱を貫いているので

ある。

調和への道には規律が求められる。 それは、もはや役立たない
もの――習慣、信念、執着――を手放し、自分が創造しようとし
ているものに意図的に投資することを必要とします。第一歩は

常に学びと内省です。そこから先、ホイールそのものがガイドと

なります。各柱は、調和が存在する場所と阻害されている場所を

明らかにし、その作業は診断から実践、そして体現された統合

へと進んでいきます。自らの存在の中でホイールを舵取りするこ

の生きた規律こそが、「ハーモニズム・イン・アクション（高調

波

）」――具現化されたハーモニズム――なのです。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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*「ホイール」が存在する理由に関する入門エッセイについて
は、統合された人生

を参照してください。自己評価と活用に関する実践的なガイダン

スについては、「調和の輪」の使い方

を参照してください。設計の根拠（なぜ7+1なのか、なぜ七芒星
なのか、なぜこれらの柱なのか）については、車輪の構造：徹

底解説

を参照してください。*

ホイールの役割

ホイールには4つの本質的な機能があり、それぞれが真の全体性
にとって不可欠です。

この「ホイール」は、物事を単純化することなく診断を行いま

す。多くの自己評価ツールは、人間生活の複雑さをあまりにも少

ないカテゴリーに押し込めたり、日々の現実から切り離された

枠組みへと抽象化したりしてしまいます。7+1の構造は認知的な
「スイートスポット」（ミラーの法則 — 外部の助けなしに把握で
きる7つの項目）を捉えており、一方でフラクタル的な深みによ
り、複数のスケールでの精密な分析を可能にします。 危機に瀕
した人は、全体像を示す「マスター・ホイール」にズームアウト

し、どの柱が崩れかけているかを問う。実践を磨き上げる人

は、「健康サブホイール

」にズームインし、睡眠、栄養、回復のどれに注意を払うべき

かを問う。同じツールが両方の課題解決に役立つのは、押し付

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/the-integrated-life
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/using-the-wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/anatomy-of-the-wheel
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/anatomy-of-the-wheel
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
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けられた枠組みではなく、その構造自体が理解のための足場を

作り出すからである。

この「輪」は、全体性という衣をまとった部分的な最適化を拒

絶します。現代社会には、人間関係を疎かにして栄養管理だけを

完璧にしたり、毎日瞑想しながらも物質的な混乱の中で暮らし

たり、他者に献身的に尽くすあまり自身の健康を損なったりす

る人々が溢れています。七角形の構造は、あらゆる次元を構造的

に同等の重みで配置することで、そのような不均衡を明白にし

ます。頂点の一つが潰れた七角形を見て、調和があるとは主張で

きません。幾何学そのものが教師なのです。

「The Wheel」は単なる分類ではなく、実在する知識を提供す
る。各サブホイールは空虚なラベルではなく、人生のその領域

における実質的な指針を内包するコンテンツのアーキテクチャ

である。すなわち、どう眠るか、何を食べるか、どう体を浄化

するか、どうエネルギーを養うか、どう人間関係を構築する

か、どう子供を育てるか、どう富を管理するか、どう自然界と

関わるか、といった指針である。「健康の輪

」は、栄養学、避けるべき食品、サプリメントの論理、断食の

プロトコルを展開する。 「「プレゼンスの輪」

（精神性の輪）」は、呼吸法からエンセオジェンに至るまで、精

神修養の全貌を明らかにします。この「Wheel」は、地図であ
り、カリキュラムであり、その地図に基づいて整理された図書

館としての機能を同時に果たします。個人が単一のガイドから恩

恵を受けるために、七角形のアーキテクチャ全体を理解する必

要はありません。人は一つの扉——睡眠プロトコル、瞑想法、子
育ての枠組み——から入り、その扉と他のすべての部屋をつなぐ
羅針盤として、「Wheel」が徐々にその姿を現していくのです。

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
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この「Wheel」は、現実の何かに根ざしています。 これは、ベス
トプラクティスを寄せ集めたコンサルタントのフレームワークで

はなく、オントロジーに由来するものです：人間

はコスモス

の小宇宙であり、8本の柱は意識的な存在の還元不可能な次元を
映し出しています。中心の柱は「プレゼンス」（妨げられていな

い時の意識の自然な状態であり、他のすべてのものにフラクタ

ル的に存在している）であり、その周囲には7本の周辺の柱があ
ります。 つまり、この「輪」は単にあなたの人生を整理するだ
けではありません。それは、ハーモニズムが「発明されたもの

ではなく、発見されるべきもの」と位置づける構造に、あなた

の人生を調和させるのです。すべての柱は、中心の柱を通じて互

いに繋がっています。何一つとして恣意的なものはありません。

これらのカテゴリーは、完全性、冗長性の排除、そして構造的

な必然性について徹底的に検証されています。あなたの人生は一

つの全体であり、別々のプロジェクトの集合体ではありませ

ん。そして、中心の柱がそれらを一つに結びつけているのです。

サブ・ホイール

存在のホイール（「プレゼンスの輪」

） — 中心：瞑想

*本記事：「プレゼンスの輪」

https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-cosmos
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
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*

システム全体のマスターキー。存在（臨在）をその構成要素へ

と展開させる——それは、霊的生活の直接的かつ体験的な次元で
ある。中心にある瞑想は、存在の至高の実践であり、美徳の母

であり、すべてのチャクラを開くものである。 柱：呼吸、音と
沈黙、エネルギー／生命力、意図、内省、美徳、エンセオジェ

ン。
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健康の輪

— 中心：モニタリング

*メイン記事：健康の輪

*

人体に影響を与える科学的法則を、実践可能なセルフケアの原

則へと変換する。柱：モニタリング、睡眠、回復、サプリメン

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
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ト、水分補給、浄化、栄養、運動。

物質の輪

— 中心：スチュワードシップ

*メイン記事：物質の輪

*

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/matter/wheel-of-matter
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/matter/wheel-of-matter
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生活の物質的基盤 — あなたが所有し、維持し、管理するすべて
のもの。「サービス」では獲得しますが、ここでは管理します。

柱：スチュワードシップ（中心）、住居と居住環境、交通と移

動、衣類と身の回り品、テクノロジーとツール、財務と富、調達

と供給、安全と保護。

奉仕の輪

— 中心：Dharma

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/service/wheel-of-service
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メイン記事：奉仕の輪

*

天職、貢献、そしてDharma

に沿った価値の交換。柱：Dharma

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/service/wheel-of-service
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（中心）、天職、価値創造、リーダーシップ、コラボレーショ

ン、倫理と説明責任、システムと運営、コミュニケーションと影

響力。

人間関係の輪

— 中心：愛

メイン記事：人間関係の輪

*

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/wheel-of-relationships
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/wheel-of-relationships
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最も親密なものから最も広範なものまで、人間関係のあらゆる

側面。柱：愛（中心）、カップル、子育て、家族の長老、友情、

コミュニティ、弱者への奉仕、コミュニケーション。

学びの輪

— 中心：知恵

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wheel-of-learning
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*本記事：学びの輪

*

アパラ・ヴィディヤ（実践的・科学的）とアディ・ヴィディヤ

（神聖・哲学的）の両方。柱：知恵（中心）、哲学と神聖な知

識、実践的スキル、ヒーリングアート、ジェンダーとイニシエー

ション、コミュニケーションと言語、デジタルアート、科学とシ

ステム。

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wheel-of-learning
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自然の輪

— 中心：畏敬

*本記事：自然の輪

*

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/wheel-of-nature
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/wheel-of-nature
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生ける宇宙との絆における、関係性、体験、そして畏敬の念と

いう側面。柱：畏敬（中心）、パーマカルチャー、庭園と樹木、

自然への没入、水、大地と土壌、空気と空、動物と住処、生態

学とレジリエンス。

レクリエーションの輪

— 中心：喜び

*メイン記事：レクリエーションの輪

*

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/recreation/wheel-of-recreation
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/recreation/wheel-of-recreation
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遊び、創造性、美、そして無垢さの回復。 柱：喜び（中心）、音
楽、視覚芸術・造形芸術、物語芸術、スポーツ・身体遊び、デ

ジタルエンターテインメント、旅行・冒険、社交的集い。

入門エッセイ

これらの記事は、ハーモニズムへの一般向けの入り口となるも

のです。読者がすでに感じている問題に取り組み、現実と関わ
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る「輪」を示すエッセイです：

-統合された人生――車輪が存在する理由

-ソブリン・ヘルス — あなたの体を取り戻す

-精神的な危機――そしてその先にあるもの

-自立した子供を育てる

-最初の90日間 — ソブリン・ヘルス スターター・プロトコル

実践 — ハーモニズム・カノン 毎日の実践

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/the-integrated-life
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/sovereign-health
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-spiritual-crisis
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/parenting/raising-sovereign-children
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/the-first-90-days
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/meditation/the-practice
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第 2章  ·  第 I部  —  建築

車輪の解剖学

メタ・テロスとしての調和

車輪がなぜその形をとっているのかを考察する前に、まず問

うべきことがある。それは何のためにあるのか、ということ

だ。

人間生活の究極の目的について真剣に向き合ってきたあらゆる

伝統は、ある意味で同じ答えにたどり着いている。アリストテ

レスはそれをユーダイモニア——人間の可能性の完全な実現——
と呼んだ。ヴェーダ伝統は、モークシャに極まるプルシャールタ

について語る。 仏教は、ニルヴァーナ（涅槃）による苦の消滅
をその名とする。道教は、Tao（道）との調和——すなわち、努
力を要しない行動、自然の秩序に自発的に身を任せること——を
指し示す。ストア派は、徳とLogos（理性）に従って生きること
によってユーダイモニアを達成する。イスラム教はそれをファラ

ー（falah）——神との近さによる繁栄——と呼ぶ。キリスト教は
ベアティトゥード（beatitudo）、すなわち神との合一を名指す。
現代心理学は、ウェルビーイング、意味、エンゲージメント、そ

してポジティブな人間関係をその要素として特定している。

これらの伝統は形而上学において根本的に異なる。しかし、そ

れらは共通の構造において収束している。すなわち、人間の究

極の目的とは、内なる平安、苦しみからの解放、自らの最も深

い本質との調和といった、極めて個人的な状態であると同時

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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に、現実、真理、神聖な秩序との調和といった、宇宙的な関係

性を持つ状態でもあるのだ。

調和こそが、これらすべてを包含するメタ概念である。 それ
は、他の答えの一つというのではなく、それらの違いを平準化

することなくすべてを包含しうるほどに広大な概念的な器であ

る。幸福だけでは快楽主義的すぎる。解脱だけでは超越的すぎ

る。ユーダイモニアだけでは認知的すぎる。調和は、これらすべ

てを適切なバランスで包含する。すなわち、自己との調和（内

的な整合性）、他者との調和（正しい関係）、そして宇宙との調

和 （Logosとの調和）との調和である。あらゆる伝統の究極の
目標は、特定の解決レベルにおける調和の具体的な表現であ

る。モクシャは絶対者との調和である。ユーダイモニアは人間の

本性と善き人生との調和である。涅槃は完全な静寂という意味

での調和であり、もはや現実と戦わない意識の状態である。

「調和の輪」は、その状態へと向かうための実践的な道具であ

る。

なぜ「輪」なのか

車輪は、あらゆる人間の伝統において、全体性を表す最も普遍

的な幾何学的シンボルである。円には始まりも終わりもない――
それは完全性、循環的な再生、永遠の回帰を暗示している。直

線的な進行（階層構造や最終目的地を連想させる）とは異な

り、車輪は動き、躍動感、そして変容を示唆する。その周りを

巡り、変化した姿で始まりに戻るのだ。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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また、この輪には二重の機能があります。それは、地図であ

り、マンダラでもあるのです。地図として、それは人生の構造を

理解するための静的な認知ツールです。マンダラとして、それは

瞑想の対象であり、目と心を螺旋状の瞑想へと誘う視覚的シン

ボルであり、回転するたびに新たな深みを明らかにします。

サイバネティクスの道具としての「輪」

「輪」は単に全体性の象徴であるだけでなく、自己修正の道具

でもあります。それはサイバネティクスの論理に従って機能しま

す。ギリシャ語の kybernetikos（ 「舵取りが上手い」に由来す
る）の論理に従って機能する。サーモスタットから船舶の航

法、調和を求める人間の生に至るまで、あらゆる知的システム

は同じフィードバックループを回している。基準を保持し、現在

の位置を感知し、偏差を記録し、進路を修正し、再び感知す

る。この文脈における知性とは、蓄積された知識ではなく、反

復する能力——つまり、逸脱を検知し、ギャップを埋め、サイク
ルを通じて持続する能力である。

「ホイール」とは、このフィードバック・ループを人生全体に適

用したものである。各柱は、実践の領域であると同時にシグナ

ル・チャネルでもある。実践者は各柱における自身の位置を感

知し、一貫した整合性と比較し、偏差が最も大きい箇所を認識

し、それに応じて注意を向ける。ループの次の回転で、修正が

功を奏したかどうかが記録される。各サイクルを経るごとに、

「ホイール」が提供できる知性が増大する――それは「ホイール
に関する」知性ではなく、 どの柱が漂流しやすいか、どの介入
が実際に柱を動かすか、どの不均衡がどの不均衡へと連鎖する

かについての知性である。
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「ホイール」を一般的な人生評価ツールと区別するものは、そ

のセンサーの質である。あらゆるサイバネティックシステムにお

いて、修正の精度は感知の精度に依存する。「在り（臨在）」こ

そがセンサーである。 機械的に機能する「ホイール」——内な
る注意を払うことなく、外部の指標によって柱を評価する——
は、低解像度のフィードバックと浅い修正しか生み出さない。

プレゼンスを伴って機能する「ホイール」は、高解像度のフィー

ドバックを生み出す。それは、実践者が各柱において何を「して

いる」かだけでなく、その中でどのように「在っている」かを

感知するのだ。 「定期的に運動しているので健康状態は良好だ」
というのと、「行動面では健康だが、プレゼンスは浅い――意識
せずに機械的に運動している」というのとの違いは、大雑把な

サーモスタットと精密な計器との違いに他なりません。だから

こそ、中心にある「プレゼンス」は、この計器の機能にとって

不可欠なのです。それがセンサーそのものだからです。それがな

ければ、フィードバックループは機能し続けますが、その修正先

は真の目標ではなく、おおよその目標に向かってしまうのです。

なぜヘプタグラム（7+1）なのか
中心の1本を取り囲む7本の周辺の柱という、7+1形式の8本柱構
造が選ばれたのは、生物学的、認知的、数学的、そして異文化

間の根拠に基づいている。

「7」の遍在性。 全音階における7つの音（オクターブを起点と
する）。創造の7日間。古典天文学における7つの惑星。7つのチ
ャクラ。虹の7色。7つの美徳、7つの悪徳、7つの封印。独立し
た伝統の枠を超えて繰り返されるこの数字は、人間の知覚と神

聖幾何学における根本的な何かに触れている。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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認知的最適性。 ミラーの法則によれば、人間は作業記憶に約
7±2個の個別の項目を保持できる。7つのカテゴリーは、包括的
であるには十分大きく、外部の助けなしに把握できるには十分

に小さい。12個では大多数の人々の作業記憶を超え、3個では物
足りなく感じられるだろう。7という数は、内面化され、リアル
タイムで適用されなければならないナビゲーションツールにとっ

ての「スイートスポット」である。

中心の柱としての「+1」。 中心は第八の柱である――フラクタル
的に最も重要であり、すべての周辺の柱の中心に、その柱固有

の中心原理として存在する。音楽において、オクターブはより高

い周波数で戻ってくる最初の音であり、どういうわけか他の音

を内包している。チャクラ体系において、7つの上昇する中心は
アートマン（Atman）に集約される――各チャクラを共通の基盤
として照らし出す、証人としての意識である。 「輪」の中心は
「在（臨在）」である。これは、各柱にもたらされることで、そ

こに一貫性をもたらす意識の在り方である。

なぜこれら7つの周辺の柱なのか
（「在」という中心の柱を取り囲む）7つの周辺の柱は、多様な
知識の伝統において認識されている、人間のニーズと発達の全領

域を網羅している。これらは、持続可能な繁栄に必要な、不可

分な周辺的次元の集合を表している。

物質（健康）は生物学的基盤である。身体は神殿である。睡

眠、栄養、運動、回復といった基本的な健康がなければ、他の

次元は繁栄し得ない。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
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物質（物質）は物質的・経済的基盤である。すべての人間に

は、住居、食料、そして資源が必要だ。精神性を追求するあま

り物質を軽視するのは現実逃避であり、物質を唯一の現実とし

て扱うのは唯物論である。 この「輪」は、物質を適切な位置に
置きます。それは必要不可欠であり、現実のものですが、至高

のものではありません。

奉仕は、天職とダルマ（法）の目的、すなわち、あなたの才能

が世界のニーズと結びつく独自の道です。単なる雇用ではなく、

宇宙におけるあなたの立場を表現するものです。

関係は、愛とつながりの次元、すなわち家族、友情、コミュニ

ティ、親密さです。人間関係の質は、他のいかなる単一の要因よ

りも、あなたの人生の質を左右することがよくあります。

学び（学びと成長）とは、知的かつ精神的な成長のことです。

それは、学びや経験、そして実践から得られる知恵を通じて、

理解を絶えず広げていくことです。

自然（自然とのつながり）とは、宇宙——人間を超えた世界——
との生きた関係のことです。自然の中でこそ、あなたは自分自身

がより大きな全体の一部であり、自分の制御を超えた力やリズ

ムに支配されていることを思い出すのです。

遊び（遊びと喜び）とは、遊び、美、喜び、そしてそれ自体を

目的とした創造的な表現のことです。それは軽薄なものではな

く、不可欠なものです。 喜びがなければ、人生は最適化エンジ
ンと化し、やがて崩壊してしまう。真の知恵を生み出したあら

ゆる伝統は、同時に音楽、詩、舞踊、そして祝祭も生み出してき

た。

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/matter/wheel-of-matter
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/service/wheel-of-service
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/wheel-of-relationships
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wheel-of-learning
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/wheel-of-nature
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/recreation/wheel-of-recreation


30

八つの柱は、八つの別々の人生ではなく、八つのレンズを通し

て見た一つの人生であり、「在り（臨在）」が中心の柱として、

すべての周辺の柱にフラクタル的に存在している。この「輪」

は、一つの柱を軽視すれば、他の柱にも影響が及ぶことを教え

ている。

地図と実地の原理

「輪」は地図であり、実体そのものではない。人生というもの

は、異なる角度から眺めた一つの織物であるため、人間生活に

関するあらゆる真剣な分類法には、境界の重なりが存在する。

師弟関係は、同時に「関係」であり「奉仕」でもある。森での

朝の散歩は、同時に「自然」であり「運動」であり、場合によ

っては「瞑想」でもある。 「The Wheel」は重なりを排除する
ものではなく、全体を見るための最も有用かつ不可欠なレンズ

のセットを提供するものである。相互に接続された線を持つ七

角形の構造は、これを視覚的に伝えている――すべての柱は中心
を通じて他のすべての柱とつながっている。

なぜ中心に「臨在」を置くのか

これが最も重要な設計上の選択である。多くの体系では、中心

に「健康（健康）」や「Spirit（精神）」を置く。しかし「The
Wheel」は、そこに「臨在（プレゼンス）」を置く。

「プレゼンス」こそが中心の柱であり、各周辺の柱にもたらす

意識の在り方なのです。「プレゼンス」を持って食事をすれば

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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――味わいを楽しみ、栄養を摂り、感謝の心を持って――できま
すが、それがなければ、気が散ったまま機械的に食べ物を口に

運ぶだけになります。「プレゼンス」を持って働けば――没頭
し、調和し、目覚めた状態で――できますが、それがなければ、
まるで夢遊病者のように「奉仕」をこなすだけになります。「プ

レゼンス」を持って愛すれば――真に相手を見、相手に見られる
――ことができますが、それがなければ、中途半端な注意しか払
えません。「ホイール」は、何かを「どう」行うかが、「何を」

行うかと同じくらい重要であると教えています。

「在り方」を中心におくことで、システムの崩壊を防ぎます。

もし「健康」を中心におけば、システムは物質主義へと崩壊す

るでしょう——意味を犠牲にして肉体を最適化することになりま
す。もし「精神」を中心におけば、システムは現実逃避へと崩壊

するでしょう——肉体、人間関係、そして世界との関わりを犠牲
にして超越を追求することになります。 プレゼンスは誰もがア
クセスでき、特別な信念を必要とせず、あらゆる領域に等しく適

用される。

ハーモニズムがプレゼンスについて主張する最も重要な点は、

同時に最も直感に反するものでもある。プレゼンスは達成すべ

きものではない。それは自然な状態なのだ。静かな心と喜びに

満ちた心は、上級の実践者にのみ許された非凡な達成などでは

ない――それらは、もはや何ものにも妨げられていない意識の根
源的な状態なのである。 あらゆる瞑想の伝統がこの基盤につい
て語っている。ヴェーダの「サハジャ」、ゾクチェンの「リグ

パ」、休息状態にあるアセンブリポイント、禅の「初心の心」な

どである。ハーモニズムはそれを単に「プレゼンス」と呼ぶ――
今ここに完全に在ること、呼吸と共に、心に無条件の喜びを抱

き、心に平和な明晰さを持って。
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フラクタル・アーキテクチャ

フラクタル性は、自然そのものに埋め込まれた設計原理であ

る。海岸線はフラクタルである。木もフラクタルである——それ
ぞれの枝が全体を映し出している。この「輪」におけるフラク

タル性の活用は、自然の法則への、そして宇宙を映し出す設計

への献身を反映している。

フラクタル性は、無限の複雑さを伴わずに無限の深みをもたら

す。 どの柱を拡大しても、同じ「7＋1」の構造が繰り返されて
いるのがわかる。初心者は、マスターレベルでこの8つの柱に取
り組む。 上級の実践者は、任意のサブ・ホイールを拡大する
と、再び同じ「7+1」の構造——中心のスポークと7本の周辺スポ
ーク——を見出す。このシステムは、その根本的な構造を変える
ことなく、初心者から達人への成長を支える。

フラクタル性は、小宇宙／大宇宙の原理を体現している。 各部
分は全体を含み、各全体はより大きな何かの一部である。この

再帰的な構造は、存在そのものを映し出している——原子から生
態系、銀河に至るまで、同じパターンが繰り返される。 この
「輪」と向き合う人間は、人生に人工的な構造を押し付けてい

るのではなく、すでに存在する構造と調和しているのです。

マスターキーとしての「プレゼンスの輪」

継続的な実践を通じてのみ明らかになる微妙な点があります。

「「プレゼンスの輪」（健康の輪）」は、8つのサブホイールの一
つというわけではありません。それは、他のすべてのサブホイ

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
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ールの中心で何が起きているかを説明する、唯一無二の輪なの

です。

各サブホイールの中心は、プレゼンスのフラクタルである。健

康（観照）、物質管理（管理）、奉仕（ダルマ）、愛（愛）、学習

（智慧）、自然（畏敬）、レクリエーション（歓び）――これらは
すべて、特定の領域を通じて自己を表現するプレゼンスそのも

のである。 しかし、具体的に言って、プレゼンスとは一体何な
のでしょうか？「プレゼンスの輪」はこう答えます。プレゼン

スは、瞑想（中心）、呼吸、音と沈黙、エネルギー、意図、内

省、美徳、そしてエンセオジェンを通じて展開するのです。これ

らは意識そのものの機能です。

つまり、プレゼンスに対する読者の理解を深める内容は、同時

に、読者が今後歩むあらゆる領域の核心にあるものに対する理

解も深めることになるのです。 この再帰的な性質を持つ輪は他
にありません。「プレゼンス」への投資は、あらゆる中心を通じ

て外へと放射状に広がっていきます。これは比喩ではなく、フラ

クタル構造の構造的特徴なのです。

三つの中心

「平和（Peace）」「愛（愛）」「意志（Will）」の三つ組——それぞ
れ Ajna、Anahata、Manipura に対応する——は、ハーモニズム
（調和主義）による発明ではなく、互いに接触のなかった伝統

によって独立して発見されたパターンです。

ヨーガ・タントラの伝統では、これら三つのセンターをAjna
（知）、Anahata（感情）、Manipura（意志）として位置づけて

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wisdom/wisdom
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/reverence/reverence
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/recreation/joy/joy
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いる。アウグスティヌスからアクィナスに至る西洋哲学の伝統で

は、memoria/intellectus（知）、amor（愛）、voluntas（意志）
として特定している。 サット・チット・アーナンダは、これを
最も抽象的なレベルで表現している：チット（意識）、アーナン

ダ（至福）、サット（存在——存在論的な根源における意志）。
トルテカの伝統では、頭（理性）、心（感情／夢想）、腹（意志

／意図）を対応させています。ここで「意志」は明示的にへそに

位置づけられ、意思決定としてではなく、身体から世界へと広

がる直接的なエネルギーの力として描かれています。 これら三
つの中心が調和した戦士は、非の打ち所のない行動をとる――そ
れは、見ること、感じること、そして行動することが、分割さ

れない一つの動きとして起こる状態である。それは、別の言葉

で言えば「プレゼンス」である。

機能的な非対称性

7つの周辺の柱は、存在論的には同等に重要である――それぞれ
が、繁栄のための不可分な次元を表している。（中心の柱である

「プレゼンス」は異なる地位を占める。フラクタル的に最も重

要であり、すべての周辺の柱の中心に、それ自体の中心原理と

して存在している。）しかし、周辺の柱間の存在論的な同等の重

要性は、機能的な同等の重要性を意味するものではない。 各柱
が要求する日々の注意、体系化された規律、そして認知的負荷

の量は大きく異なる――そしてこの差異こそが、充実した人生の
構造的特徴であり、この「輪」はそれを正直に伝えなければな

らない。

健康は、最も多くの運用上のインフラを必要とする――睡眠サイ
クル、食事の準備、運動習慣、サプリメント、モニタリングなど
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だ。これは最もプロトコルに依存する柱であり、怠慢によって

劣化しやすい柱であり、その失敗が他のあらゆる領域へ最も急

速に波及する柱である。

「在り方」は、実務的な基盤を最も必要としないが、質的な在

り方を最も要求する。機器も外部リソースも不要で、ただ一瞬

一瞬への意識的な関与を絶えず実践することだけが必要だ。そ

の実務的な負担はゼロだが、求められる深みは無限である。

これら両極の間で、他の柱はその性質に応じて位置づけられ

る。 物質と奉仕は運用上の負担が重い――これらは大人の日々
のエネルギーの大部分を占める。関係は運用上の負担は軽いも

のの、感情的な負担が大きい。学習、自然、そしてレクリエー

ションは季節的なものであり――基盤が堅固であれば花開き、そ
うでなければ枯れてしまう。

この七角形の幾何学は、両方の真実を同時に伝えている。 平面
図として見れば、7つの頂点はすべて等しく見える――これが存
在論的真実である。空間的な向きを持つ構造として見れば、実

務的な負担の不均衡が読み取れる――これが実践的真実である。
この両方を理解した実践者は、この「輪」を本来の意図通りに

活用するだろう。つまり、季節ごとに、そして個々人ごとに独

自の道筋をたどるための完全な地図として。羅針盤は旅人のた

めにある。旅人が羅針盤に仕えるのではない。

設計原則

「ホイール」の設計には、5つの原則が指針となっている：
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完全性。 人間生活のあらゆる重要な側面が、ここに位置づけら
れている。人は「ホイール」を見れば、自分自身を完全に認識

できるはずだ。

非冗長性。 どの柱も、他の柱と大きく重複することはない。健
康とレクリエーションは互いに影響し合うが、別個のものであ

る。奉仕と人間関係は絡み合っているが、別個のものである。

境界は明確でありながら、透過性を持っている。

親しみやすさ。 その構造は直感的で記憶に残りやすい――7本の
スポークと中心を持つ円は、1分で描くことができ、いつまでも
記憶にとどめることができる。子供でも理解でき、学者なら一

生をかけて探究できる。

深み。 フラクタル構造は、無限の展開を支える。どれだけ学ん
でも、発見すべきことは常に存在する。このシステムはあなた

と共に成長する。

美。 この構造は美的に魅力的です。神聖幾何学——自然に見られ
る比例と対称性——がそこにあることは明らかでしょう。この美
は単なる装飾ではなく、啓示そのものです。

調和の普遍的法則

この「輪」は、現実そのものの構造を反映した原理に従って機

能します。

ホメオスタシス（恒常性）。 自然と身体は常に動的な均衡へと向
かいます。健康とは、乱れが生じた後に身体がバランスを取り

戻すことに成功した状態です。 意識も同様に機能します。自然
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な状態は平和であり、あらゆる霊的実践とは、この均衡が自ら

を表現することを妨げる障害を取り除くことです。

多様性。 直感的な生き方とは、今必要な量だけ、異なる要素や
次元から取り入れることを意味します。身体も意識も、単調さ

を望みません。「ホイール」の七つの次元はこの原則に奉仕しま

す。

適応。 人はそれぞれ、独自の体質、才能、傷、そしてカルマを
持っている。「ホイール」は普遍的な地図を提供するが、その航

路は人それぞれに異なる。

予防。 調和による予防は、病気による治療よりも優雅である。
「ホイール」はあらゆる次元を同時に扱うことで、ある領域の

断片化が他の領域の安定を損なうのを防ぐ。

エネルギーの移転。 存在のすべては、エネルギーの移転と交換
に他なりません。栄養とは、元素から身体へのエネルギーの移

転です。奉仕とは、才能から世界へのエネルギーの移転です。愛

とは、魂と魂の間のエネルギーの移転です。ホイールは、こうし

た交換の地図なのです。

バイオミミクリー。 人間は自然を模倣し、機能するものを真似
ることを学ばなければなりません。水循環、森、種子――ホイー
ルそのものがバイオミミクリーであり、生命システムを支配す

る原理に従って組織化された人間の生き方なのです。

サイクル。 概日リズム、水循環、季節のリズム、月経周期、身
体の7年周期の再生――これらはすべて、あらゆるスケールで作
用する要素を反映している。調和して生きるということは、これ

らのサイクルに抵抗するのではなく、それらを尊重することで

ある。
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三つの入れ子構造

「ホイール」の価値は、初めて目にした際にはしばしば誤解さ

れがちです。観察者は七角形の構造を見て、それを「提供物」と

して評価してしまいます――まるで周期表が化学そのものである
かのように。「ホイール」は産物ではありません。それは、その

内部に息づくもののためのナビゲーションの枠組みなのです。

第1層 — ナビゲーション（ホイール）。 ホイールは羅針盤であ
り、目的地そのものではありません。その機能は方向付けにあ

ります。どの領域に注意を払うべきか、その中のどのサブ領域

か、どこに指針を見出せるか。7+1の構造により、重要な領域が
見落とされることなく、部分的な最適化が全体性であるかのよ

うに装うこともありません。

第2層 — 知識（コンテンツ） ここには実際の「中身」が存在し
ます。治療プロトコル、サプリメントの体系、瞑想法、意識的な

子育ての枠組み、パーマカルチャーの設計原則、財務管理モデ

ルなどです。各サブホイールのハブは、その領域における世界レ

ベルのガイダンスを保持しています（あるいは今後保持すること

になります）。個人が単一のガイドから恩恵を受けるために、ア

ーキテクチャ全体を理解する必要はありません。一つの扉から

入り、ホイールは徐々にその姿を現していくのです。

第3層 — 体現（生きた体験）。 教育の層でさえ、それは基盤であ
り、目的地ではない。その上に築かれるものこそが、変容が否

定できないものとなる場所である。対面リトリート、身体的癒

し、エネルギーワーク、大地からの食、生きたコミュニティ、神

聖な儀式。これこそがデジタルコンテンツでは再現できないも
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の——物理的な存在を必要とする、身体的、関係的、そして儀礼
的な次元である。

この3つの層は同心円状に重なり合っています。「ホイール」はコ
ンテンツを内包し、コンテンツは体現への準備を整え、体現は

「ホイール」の正当性を裏付けます。ユーザーは決して、「8つの
サブホイール×7+1のカテゴリー」という同時多発的な要求に直
面することはありません。彼らが直面するのは、一つの問題を

解決する一つのガイドです。その問題が、自分の人生の他のあら

ゆる側面とどうつながっているのかを見極める準備ができた

時、「ホイール」はそこに存在します。

他の地図との対話

「ホイール」は、すでに他の地図によって示された領域に足を踏

み入れます。これは、人間の生活の次元を地図化しようとする

初めての試みではありません。先行するシステムと「ホイール」

が何を共有し、どこで異なるのかを明確に示すことで、その有

用性は損なわれるどころか、むしろ明確になるのです。

マズローの欲求階層説は、人間の欲求を垂直方向に——生理的、
安全、所属、尊重、自己実現——と順序づけ、次の段階が機能す
るには、その前の段階が満たされている必要があるとする。ホ

イールはこの順序付けを否定する。 その柱は存在論的に同時的
である。物質的な危機に瀕しているからといって、人間関係や

「在り方（臨在）」への欲求が停止するわけではなく、また、基

本的な欲求が満たされたからといって、それによって自己実現へ

と昇華するわけではない。7つの次元すべてが常に作用してお
り、その作用の重みは変化しても、存在論的な優先順位は変わ
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らない。マズローが自己実現を頂点に据えるのに対し、「ホイー

ル」は「在り方（臨在）」を中心に据える。それは登攀の終着点

としてではなく、あらゆる領域を活気づける基盤としてである。

ウィルバーのAQALは、内面と外面、個人と集団という4つの象
限を通じて現実を捉え、それらにまたがる発達段階をマッピン

グする。これは視点の地図であり、あらゆる枠組みを理解する

ためのメタ体系的なグリッドである。一方、「ホイール」は異な

る解像度で機能する。その柱は、ある現象に対する視点ではな

く、還元不可能な実践の領域である。 原則として、ホイールの
各柱はAQALの4つの象限すべてから検討することが可能であ
り、両システムは競合するものではない。ホイールが拒否するの

は、統治原理としての「発達高度」軸である。内面の発達段階

がどこにあろうとも、人は依然として「健康」「物質」「奉仕」

「人間関係」「学習」「自然」「レクリエーション」のすべてに注

意を払う必要がある。高度は、人が各柱にどのように関わるか

を規定するものであり、いずれかから免除するものではない。

ブータンが提唱する「国民総幸福量（GNH）」は、持続可能な
開発、環境保全、良き統治、文化保存という4つの柱を通じて、
GDPに代わる集団的幸福を提示する。これは文明レベルの枠組
みである。一方、「ホイール」は個人レベルで機能する。その文

明レベルにおける対応概念である「調和の建築」は、GNHと構
造的な親和性を持つ――両者とも、人間の繁栄を物質的蓄積に還
元することを拒否している。 GNHが社会の方向性を示すのに対
し、エンネアグラムの「輪」は人生の方向性を示す。この二つは

相まって、個人から政治体制に至るまで、あらゆる側面を網羅

した全体像を描き出す。

エンネアグラムは人格の構造を映し出す——9つのタイプがあ
り、それぞれに固着、代償、統合への道筋がある。それは、な

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
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ぜ特定の個人が特定の形で不均衡になりがちなのかという問い

に応えるものである。 一方、ホイールは、その不均衡が「どこ」
にあり、「どのように」是正すべきかを示す。これらは互いに代

替し合うものではない。エニアグラムのタイプ5は、「人間関係」
と「物質」の領域が慢性的に軽視されていることに気づくかも

しれない。タイプ8は、「奉仕」に過度に注力し、「存在」への投
資が不足しているかもしれない。タイプはパターンを説明し、ホ

イールは実践者に、人生の全領域にわたる統合がどのようなも

のかを示す。 これらを併せて読むことで、互いに補完し合う。
人生の領域のマッピングを伴わない性格構造は、実践的な力を

持たない洞察を生み出す。一方、性格構造を伴わない人生の領

域のマッピングは、自己認識を欠いた実践的な力しか生まな

い。

中国の五行 — 木、火、土、金、水 — は、身体、季節、感情、臓
器にわたる元素の力とその循環的な変容を記述する。これら

は、行動のレベルの下で作用する宇宙論的な文法である。 「ホ
イール（Wheel）」は、より現象学的な次元で機能します。7つの
周辺の柱は、五行が表現され相互作用する「生きた領域」で

す。火の不均衡は、健康の乱れ、人間関係の不安定さ、そしてレ

クリエーションの疎かさが同時に現れる形で表れるかもしれま

せん。五行は根底にあるエネルギーの働きを記述し、ホイール

は、そのエネルギーが可視化され、修正可能となる場所を記述

します。この二つは対立するものではなく、重層的に関係してい

ます。

チャクラ・システム（Chakra）は、最も深層的な構造的対応関
係です。 7つのチャクラは、微細体における意識の昇華する中心
を映し出しています：Muladhara（根）、Svadhisthana（創造
的・性的）、Manipura（意志）、Anahata（心）、Vishuddha
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（喉）、Ajna（ビジョン）、Sahasrara（頭頂）。これら7つの先に
は、Ātman（第三の目）があります。これは、チャクラが放射
される源となる「証人としての意識」です。この「輪」の構造

は、これを驚くべき精度で追跡しています。健康はMuladhara
（第1の輪）に対応します。これは身体、生存、物理的な基盤で
す。 物質は Svadhisthana — 創造的資源、物質的生殖力。奉仕は
Manipura — 意志、力、貢献。関係性は Anahata — 心、愛、つ
ながり。学びは Vishuddha — 真実、表現、知識の伝達。自然は
Ajna — 神聖な知覚、生ける全体への畏敬。 レクリエーションか
ら Sahasrara へ — 喜び、美、存在の輝きに満ちた溢れ。中心の
柱としてのプレゼンスは Ātman に対応する — 純粋な気づき、他
のすべての柱の中心にその基盤としてフラクタル的に存在する。

これは単なる装飾的な対応関係ではない。チャクラは意識の昇

華する様相を描き、ホイールの柱は生きた関与の領域を描いて

いる。これらは二つの方向からアプローチされた同一の構造で

ある — チャクラは内側から、ホイールは生きた人生から。 プレ
ゼンスをもってホイールを扱う実践者は、その言葉を使うか否

かにかかわらず、チャクラシステムの外的表現を通じてそれを働

かせていることになる。逆もまた真である。伝統的なチャクラ

の実践を完全に体現すれば、中心でプレゼンスを育みながら、

七つの周辺の柱それぞれが自然に発展していく。相反する出発

点から同じ7+1の構造へと収束する二つの伝統は、その構造自体
が「発明」されたものではなく「発見」されたものであるとい

う強力な証拠である。

各サブ・ホイールに関する詳細な構造的検証（フラクタルな7+1
パターンが第2レベルの分解能でも成立することを確認する内

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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容）は、設計文書として別途管理されている。参照：調和の輪,
調和の道, ハンドルを越えて.

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/beyond-the-wheel
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第 3章  ·  第 I部  —  建築

統合された人生 — なぜ調和
の輪が存在するのか

分断化の病

現代文明を特徴づける病理は、分断化そのもの—本来一緒に
属すべきものの体系的な分離である。

あなたの健康はある機関で管理され、あなたの財政は別の機関

で管理され、あなたの関係はあなたの仕事とは別の領域で展開

する。もしあなたの精神的な人生が存在するなら、それはあな

たの日々の決定を形作る事柄から密閉された一区画を占めてい

る。教育は、あなたに主題を相互のつながりではなく孤立して

教えた。医学は有機体ではなく臓器を扱う。心理学は、心を体

から、食事から、睡眠から、精神的状態から、一人の関係の質

から、一人の仕事の意味あるいは無意味さから分離可能である

かのように扱う。

この分断化は宇宙的必然性ではなく、文明的選択から生じてい

る。支配的な知的伝統は、理解は分析を通じてもたらされると

仮定している—全体を部分に分割し、それらを孤立して研究し、
再組立てが続くことを期待する。それは続かない。部分が蓄積

される。専門家が増殖する。助言が矛盾する。自分自身の人生

の中心に立つ人—あらゆる機関が分解してきたものを一緒に保持
する責任を負う人—は不可能な課題に直面している：あなたの文
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明が分断してきたものを統合することを、あなたの文明が提供

した道具を一切使わずに。

調和主義は、現実が分断化していないという理由で存在する。

Logos—宇宙の固有の秩序—は全体である。人間は全体である。
問題は現実ではなく、それをナビゲートするために使われる地

図にある。調和主義は異なる地図を提供する：人間経験の全体

性を保全しながら、その本物の複雑さをナビゲートするのに十

分な構造を提供する地図。

その地図が調和の輪である。

全体性の建築

調和の輪は欺くほど単純である：中心の周りに配置された七つ

の領域、各領域そのものが同じフラクタルパターンを繰り返す

7+1のサブ輪として構造化されている。中心は臨在—あらゆる領
域が関与される意識的気づきの質である。七つの外側の柱は健

康、物質、奉仕、関係、学び、自然、そして遊びである。

この建築を単なるカテゴリ化から変換するのは一つの原理：す

べての柱はすべての他の柱に影響を与え、臨在はそのすべてに浸

透する。これは比喩ではなく構造である。あなたの睡眠はあな

たの気分に影響を与え、あなたの気分はあなたの関係に影響を

与え、あなたの関係はあなたの目的意識に影響を与え、あなた

の目的はあなたの集中した仕事をする能力に影響を与え、あな

たの仕事はあなたの物質的状況に影響を与え、あなたの状況は

あなたのストレスレベルに影響を与え、あなたのストレスはあ

なたの睡眠に影響を与える。調和の輪が全体として回転する。

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/matter/wheel-of-matter
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/service/wheel-of-service
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/wheel-of-relationships
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wheel-of-learning
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/wheel-of-nature
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/recreation/wheel-of-recreation
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唯一の問題は、それが意識的に回転するか—ダルマによって、
Logosへの整列によって—それとも無意識的に、習慣と回避によ
って駆動されるかという問題である。

フラクタル構造は各領域が同じパターンを含むことを意味す

る：中心と周辺。健康は観照—身体の信号の規律ある観察—を中
心に持つ。奉仕はダルマを中心に持つ—職業と目的の整列。関係
は愛を中心に持つ—感情的なものではなく、もう一人の主権ある
存在との本物の出会い。学びは智慧を中心に持つ—情報蓄積で
はなく、知識の生きられた理解への統合。

これらの各中心は臨在そのものの一つのフラクタルである。観

照は身体に適用された臨在である。ダルマは仕事に適用された

臨在である。愛は関係に適用された臨在である。智慧は知識に

適用された臨在である。パターンは現実が繰り返されるので繰

り返される。調和実在論 (Harmonic Realism)を人間の人生の建
築に適用することは、あらゆるスケールで同じ原理を明らかに

する：中心での意識的注意、周辺での構造化された関与、全体

が統合された一つの運動として回転する。

統合が本当はどのように見えるのか

統合は浅い意味での均衡ではない—各領域への等しい時間、色
分けされたブロックを持つカレンダー。それは一貫性：各領域が

他のすべてを強化する、なぜなら各領域が同じ中心から関与さ

れるからである。

自分の健康を真摯に扱う人を観察しよう、不安な最適化として

ではなく、身体の主権的な管理人として。彼らはよく眠り、そ

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/service/wheel-of-service
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/wheel-of-relationships
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wheel-of-learning
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-realism
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れはエネルギーを与える。エネルギーは彼らの仕事への完全な

注意を許可し（奉仕）、深さと質を生み出し、本物の価値を生成

し（物質）、金銭的な緊張を減らし、関係が希少さと怨恨の下で

腐食するのを防ぎ、心が開くことを許可し、瞑想を深め、臨在

を安定させ、より清晰な注意を健康に戻す。調和の輪が回転す

る。

今、睡眠が破壊される誰かを考えてみよう、興奮剤で補う人、

その仕事は深さに欠ける人、その財政は危機的になる人、その

関係は相互の消耗によって緊張する人、その精神的な人生は実

践のための静寂が残らないため不可能な人。すべての領域はす

べての他の領域を損なう。調和の輪はまだ回転する—しかし悪循
環ではなく良い循環ではなく、悪循環として。

二つの間の違いは資源、才能、運ではない。それは調和の輪が

意識的に回転するか無意識的に回転するかである。支点は臨在

である。これは臨在が中心に座っている理由である—それは領域
の中で最も高いランクしているからではなく（調和の輪はランキ

ングに抵抗する）、それが他のすべてが深さで機能することを許

可する注意の質だからである。臨在なしで、あなたは健康、仕

事、関係、研究の動きを実行できる。臨在で、各々はLogosとの
整列の実践—現実の秩序への意識的な参加—になる。

診断：現代の人生がなぜ分断化するのか

分断化は偶然ではない。それは特定の文明的選択から生じてい

る：

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/service/wheel-of-service
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/matter/wheel-of-matter
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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認識論的還元主義。 支配的な西洋知的伝統は、理解は全体を部
分に分割することから生じると仮定している。これは物理学、

化学、工学—孤立した変数が本当に行動を予測する領域—で格別
の成功をもたらした。人間を含む生きた系に適用されると、そ

れはカタストロフ的に失敗する。あなたは臓器を孤立して研究

することによって健康を理解することはできず、主題を別々に研

究することによって学習を理解することはできず、身体、心、精

神を異なる部門であるかのように研究することによって人間を

理解することはできない。調和実在論 (Harmonic Realism)—調
和主義の哲学的立場—は、現実は固有に調和的で不可約的に多
次元的である：宇宙スケールでの物質とエネルギー、人間スケ

ールでの物質身体とエネルギー身体。これらは独立して研究さ

れるべき別個の層ではなく、Logosによって秩序付けられた一つ
の全体の同時的側面である。いずれか一つを別のものに還元す

ることは現象を失うことである。

機関的専門化。 経済は専門化を報酬する。病院、大学、キャリ
アはすべて専門化する。これは領域内での深い専門知識と領域

間での構造的な盲点を生み出す。領域間での睡眠について尋ねな

い心臓専門医。食事について尋ねない心理学者。目的について

尋ねない財務顧問。身体について尋ねない精神的教師。各々は

彼らのサイロを深く知ってはいるが、全体を見ることができな

いようにされている。

注意経済。 最新のテクノロジーインフラは、明示的に注意を分
断化するために設計されている。各アプリ、通知、プラットフ

ォームは同じ希少資源のために競争する：意識的気づき。結果

は、深さが現れるのに十分な長さの間、任意の単一領域への注

意を維持することができない人口—まして複数の領域を統合的気
づきで保持すること。調和の輪は、とりわけ、注意経済への反

https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-realism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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建築である。それは、全体の周辺的気づきを維持しながら、各

領域に対して順番に継続された、意図的な注意を要求する。

調和の輪を通じた道

調和の道は推奨される統合の方向を説明する：臨在 → 健康 →
物質 → 奉仕 → 関係 → 学び → 自然 → 遊び → 臨在 (∞)。これは
線形の列ではなく螺旋である—各々の通過はより高い登録で作
用し、深化は無限である。

その論理は、主要な心象地図に符号化された錬金術的原理に従

う：器を準備してから、それを光で満たす。臨在の少しの光が旅

を火花させ（人生に自分の注意を払うことの決定）。健康はそれ

を根拠づけ（身体は、その上のいかなるものも維持されるまえ

に機能しなければならない）。物質は実践の材料的条件を確保す

る。奉仕は仕事を目的と整列させる。関係は、別の人間の既約

不可能な他性に対して培ったすべてのものをテストする。学びは

経験を智慧に統合する。自然は実践者を、自分自身が一部であ

る生きられた秩序と再結合させる。遊びは全体のシステムが遊

び、休息し、祝うことを許可する。そして臨在が再び—しかし前
より深く、広く、安定している。

新参者は、同時にすべての八つの領域に関与する必要はない。

道は列を提供する。毎日の実践の10分さえで臨在から始めよ
う。それから健康へ向かう（睡眠、栄養、運動—基礎）。そこか
らそれを構築し、一つの柱を一度に、あなたの人生の実際の状

況に役立つ順序で。調和の輪はどこで注意が必要かを明らかに

するであろう。観照は健康が無視されるなら信号を送るであろ

う。あなたの関係は心の中心が閉じられているなら示すであろ

https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/meditation/the-practice
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
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う。あなたの仕事はダルマが不整列かどうかを宣言するであろ

う。

全体性への招待

統合された人生は完璧さの幻想ではない。それは一貫性の実践

—一貫性を保ちながら全体を気づきに保つ一方で、各部分を深さ
で関与させる毎日の、反復的な仕事である。調和の輪は人生が

困難であることをやめることを約束しない。それは困難が分裂

した人間の断片化された反応ではなく、一貫した人間の完全な

資源で出会うことを約束する。

分断化はデフォルトである。統合は選択であり、毎日更新され

る—クッションで、台所で、机で、会話で、自然の中で、遊び
で。調和の輪は地図である。臨在は羅針盤である。ダルマ—あな
たの人生と現実のあるものとの整列—は目的地であり、それが
旅そのものであることを明かす。

関連も参照：調和の輪、調和の輪概観、調和の道、調和の輪の

建築、主権的健康、実践、調和主義

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/anatomy-of-the-wheel
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/anatomy-of-the-wheel
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/sovereign-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/meditation/the-practice
https://harmonism.io/ja/harmonism
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第 4章  ·  第 I部  —  建築

輪を超えて

自らを超えて指し示す地図

真摯な地図学のすべてには一つのパラドクスが含まれてい

る。地図が優れていればいるほど、それは旅人をより完全に方

向付け、そしてより完全に旅人を方向付けることで、地図がもは

や必要ないという瞬間に旅人を近づけるのだ。羅針盤は迷った

者に仕える。景観を内在化させた者は、光が地形にもたらす質

感によって、もはや確認を必要としない方向感覚によって移動す

る。羅針盤は失敗しなかった。それはそれ自身の必要性を完全

に消滅させるほど完全に成功したのだ。

調和の輪はそのような装置である。その七つの柱と中心は、人

間の生全体の完全な領域を目に見えるものにし、航行可能に

し、行動可能にするために設計された。調和の輪の建築は認知

的、超伝統的、心測定的根拠に基づいて七角形の構造を正当化

した。ミラーの法則、神聖な伝統全体にわたる七の遍在性、独

立した枠組みの同じ還元不可能な次元への収束。調和の道は柱

を統合の螺旋へと配列した。副輪は各柱を独自の分形的建築へ

と分解し、六十四の門が具現化された存在の全周へと開いた。

これはすべて現実である。すべてが必要である。そして、何もが

最終的ではない。

輪は超越されるために存在する。放棄されることによってでは

なく、その範疇が境界として機能することをやめ、単一の分割

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/anatomy-of-the-wheel
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
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されていない生活の透明な次元として機能し始めるほど完全に住

み込むことによって。これは輪が仕事を終えた後に何が起こる

かについての記事である。あなたが何らかの英雄的な達成のす

べての七つの柱を習得した後ではなく、臨在がその隔壁が柱の

間の分割を、それらが常にあったもの、有用な慣例、根拠では

継ぎ目のない現実に課された慣例となる点まで深くなった後で

ある。

構造とそれを通り抜けるもの

人間を地図化するすべての枠組みは同じパラドクスに直面してい

る。地図は照らすために分化しなければならないが、それが地

図化する領域は分割されていない。エニアグラムの伝統はこれを

明確に理解していた。ドン・リソとラス・ハドソンは人格－早

期生活で固まった習慣的なパターン、防衛機制、固定化の条件

付き構造－と本質、その構造の形成より前に存在し、その下に

持続する存在の質を区別した。彼らの教えはあなたがあなたの

タイプのより健全なバージョンになるべきではなく、あなたが

そのタイプが条件付き構造として認識し、それとの同一化をや

めるべきだということであった。その深いものが、常にそこに

あったもの、その自動パターンのフィルターなしに表現される

ことができるように。タイプは診断装置であり、アイデンティテ

ィではない。それはあなたの収縮の形を示すので、あなたはそ

れを解放できる。

輪は同じロジックで機能し、人格の領域から全体の生の領域に

転置される。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://en.wikipedia.org/wiki/Enneagram_of_Personality
https://en.wikipedia.org/wiki/Don_Richard_Riso
https://en.wikipedia.org/wiki/Russ_Hudson


53

各柱－健康、物質、奉仕、関係、学び、自然、遊び－は存在の

真の次元を名付ける。いずれかを無視することは、特定の歪み

の形を作成し、全体にわたって機能不全が伝播する建築の隙間

を作成する。輪の診断力はまさにこれである。それはどこでエ

ネルギーが漏れ、注意が数少ない次元の周りに収縮し、他の次

元が委縮したことを明らかにする。この機能では、輪は不可欠

である。それはあなたの不均衡の形を目に見えるようにする。

しかし、輪は診断装置であり、永遠の住所ではない。調和の道

を通り抜けてきた実践者は、螺旋を深い登録で複数回巡った実

践者は、何かに気付き始める。柱の間の境界は透過性になる。

朝の海での水泳は同時に健康（冷暴露、運動、心血管負荷）、自

然（生きた海への没入、塩と光と流れ）、遊び（単なる喜び、波

の戯れ）、臨在（呼吸は固定され、注意は分割されず、思考する

心は冷たさと美しさで沈黙させられる）、そして関係（もし愛す

る者と共有されるなら、経験は聖体拝領となる）である。輪の

範疇は消滅していない。あなたはまだそれらに名前を付けるこ

とができる。しかし、彼らは別々のコンパートメントとして機能

することをやめた。彼らは教育的な足場の下で常にあったも

の、すなわち単一のダイヤモンドのファセットになり、光を屈折

させた。

羅針盤の消滅

調和の輪の建築は七角形の構造の正当化の一つとしてミラーの

法則－人間の労働記憶が約七つの離散的な項目を保有するとい

う認知科学の知見－を呼び出した。七つのカテゴリは最適であ

る。包括性のための十分な数、実時間ナビゲーション用に十分

小さい数。これは正しいもので、システムに初めて遭遇したり、

https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/anatomy-of-the-wheel
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螺旋の初期回路を通り抜けたりする誰にとっても深く重要であ

る。心は取っ手が必要である。カテゴリは取っ手である。それ

なしに、生の領域は圧倒的である。競合する要求と未検討の仮

定の霧。輪は次元に名前を付けることで霧を切り抜けし、個別

に対処できるほど明確に分離し、その後、段階的統合の道へと

配列することで霧を切り抜ける。

しかし、ミラーの法則は抱負ではなく制約を説明している。七

項目の制限は学習段階で必要な訓練用車輪の認知等価物であ

り、習熟段階では制限的である。コンサートピアニストは個々

の音について考えない。流暢な話者は文の途中で文法規則を解

析しない。マスターシェフはレシピを参照しない。具現化の特

定の深さでは、学習を一度構造化したカテゴリは、自覚的なカ

テゴリ化のレベル以下で、またはそれ以上で機能する能力の継

ぎ目のない流れに溶ける。

これはメタファーではない。臨在が輪の建築が内在化された点

まで深くなったときに何が起こるかについての正確な説明であ

る。実践者はもはや「今、私はどの柱に仕えているのか」と尋

ねない。質問は無関連になった。柱がその現実を失ったからで

はなく、実践者の注意が航行するためにカテゴリ化する必要を

超えて拡大したからである。彼らは水が景観を通り抜ける方法

で彼らの日を通り抜ける。チャネルを見つけ、輪郭に応答し、

地形に適応する。川がどこへ流れるかを地図に伝える必要がな

い。

臨在－概念的知識ではなく、意志力ではなく、チェックリスト

ではなく－が唯一のナビゲーション装置になる。次の正しい動

きは枠組みから推論されない。それは知覚され、直接、この瞬

間に、すべての次元にわたる継続的な実践を通じて清められ、

精製されてきた意識によって。これはサハジャ－自然な状態を意

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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味するヴェーダの伝統である。ウーウェイ－努力のない行動を

意味する道教の伝統。構造の欠落ではなく、それが熟考の摩擦

なしに機能するほど深く具現化された構造。

構造が透明になるときに残るもの

輪の柱はシステムの足場である。領土を航行可能にする組織化

された分化建築。それらは話が文法にあるのと同様に生活にあ

る。学習段階で本質的であり、流暢さの段階で見えない。足場

は建物ではない。臨在が建物である。

実践者が輪を超えて移動するとき－それから離れるのではな

く、それを通り抜けることで－残るのは、カテゴリ化によって

仲介されていない、完全なスペクトラムの関与を通じて自分の

全体が自分自身を表現することである。健康はもはや管理され

る柱ではなく、障害が取り除かれ、血管が一貫した活力で鳴る

ため、干渉なしに機能する身体の自然な知性である。奉仕はも

はや育まれるべき領域ではなく、ダルマが川がその床に従うの

と同じくらい自然に行動を通じて自分自身を表現している。関

係はもはや耐えられる坩堝ではなく、完全に到着した存在の溢

れ出しであり、必要からではなく臨在で他と会う。学びはもは

やプロジェクトではなく、現実に新鮮な目で出会う意識の固有

の好奇心。自然はもはや訪問する領域ではなく、あなたが自然

である、あらゆるスケールでロゴスに埋め込まれた、自分自身

を認識していることの継続的な認識。遊びはもはや別の活動で

はなく、整列した人生が飽和させた臨在の品質である。それは

自由な意識が遊んでいるという品質である。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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これはイデアル化ではない。システム独自の建築の論理的終点

である。もし臨在が各副輪の中心であり、臨在を深くすること

がすべての次元を同時に深くすることを意味するなら、終了状

態は中心と周辺が一致する生活である。かつて専用の実践を通

じてのみアクセスされた品質が、現在、あらゆる行動、あらゆ

る息吹、あらゆる遭遇に浸透する。

常にそこにあった相互接続

調和の輪の建築は七つの柱は「七つの別の生ではなく、七つの

レンズを通して見た一つの生」であることに注意した。地図領

域の原則は「人間の生の真摯なあらゆる分類法には、人生がモ

ジュラーではなく、異なる角度から見た単一の布であるため、

重複する境界があることを認識した」。これらの観察はカテゴリ

化に対する注意事項として提示された。実際には、輪が含む最

も深い真理である。

カテゴリは教育的である。一体性は存在論的である。

ロゴスの高い地点から、健康と臨在の間に境界はない。身体は

意識の最も密な表現であり、意識は身体の最も微妙なレジスタ

ーであるため。奉仕と関係の間に境界がない。ダルマ的行動は

常に関係的であり、関係的な愛は常に仕える。自然と学びの間

に境界がない。宇宙は、出席する意識に継続的に教える。遊び

と臨在の間に境界がない。歓びは臨在が生きていることの身体

の喜びを通じて自分自身を表現している。

輪に十分に住み込んだ実践者は、これらの非境界を直接見始め

る。相互接続性のすべての物事についての知的な位置ではなく、

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/anatomy-of-the-wheel
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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生きた知覚として。朝の実践セッションは同時に瞑想（臨在）、

運動（健康）、その目的に対する一日のエネルギーの提供（奉

仕）、他の人のために現れることを可能にする自己ケアの行為

（関係）、および神経系の回復である。清められた認識の中で喜

びの容量を鋭くする（潜在的な学び、自然、遊び）。実践者はこ

れを一度に七つの柱に仕えることとして経験しない。彼らはそ

れを一つのもの、つまり今、ここで、何も残されていない、完

全に生きているとして経験する。

これが輪が生産するために設計された状態である。そしてそれ

は別々の次元の地図として、輪がもはや操作的な枠組みではな

い状態である。フレームは臨在である。分割されていない、反

応的、光輝、一日を通じてロゴスが宇宙を通じて移動する方法

で移動する。秩序の原理として、適用される必要がないため、

それが秩序である。

神聖な臨在と宇宙の流れ

枠組みの仲介なしにすべての次元を通じて全体的な存在が移動

する状態のための言葉がある。伝統はそれをさまざまに名付け

た。サハジャ・サマディ（日常生活で持続する自然な吸収）、ウ

ーウェイ（タオと完全に整列した行動、そのため努力と意図は

自発的な正しさに溶ける）、テオーシス)（正教会の神聖で透明に
なるプロセス）、スーフィー伝統のファナ)（エゴ自己が神聖な存
在に消滅し、その後、行為するのは人格ではなく本当の者であ

る）。調和主義は差を平坦化せずに収束を認識する。これらは同

じ領土の地図である。そして、それらが地図化する領土は、人

間の完全に目覚めた、完全に整列し、完全に提示された－もは

や地図によって航行しないため、それらは景観自体になった。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://en.wikipedia.org/wiki/Fana_(Sufism
https://harmonism.io/ja/harmonism
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実際にはこれはどのように見えるか。精神的な想像力が期待で

きることではない。超越的に浮かぶようには見えない。朝食を

作り、メールに答え、子どもの話を聞き、車に歩き、二十分間

の沈黙に座り、その日を通じて移動する非常に彼らの日を移動

する人のようなアテンティブネスは見えない。各行為－朝食を作

り、メールに答え、子どもの話を聞き、車へ歩き、二十分間の

沈黙に座る－は同じ臨在の品質を運ぶ。神聖と俗悪の階層はな

い。カテゴリは曖昧さに溶けたのではなく、精密さに溶けた。

各瞬間は正確に必要とする注意を受け取り、余剰なく、赤字な

く。なぜなら、出席する者は枠組みを参照していないが、清め

られ、較正された楽器から応答しているために。身体、エネル

ギー、心、精神が一つのシステムとして動作し、現実の穀物に整

列している。

これはダルマその最も深いレジスター、正当な知識ではなく、

直接認識が今、この特定の状況の構成で何が必要か、そしてそ

の知覚を熟考の遅延なしに行動する能力である。アイニ－神聖

な相互性－リアルタイムで動作。ムナイ－愛意志－努力的な徳と

してではなく、もはや遮られていない意識の自然な溢れ出しとし

て表現された。

輪は残る

このいずれも輪を時代遅れにすることはない。マスターピアニ

ストはまだスケール練習を練習している。流暢な話者はまだ言

語を勉強している。輪を超えて移動した者は、それでも輪に戻

る。彼らが後退したからではなく、任何の真の神聖な幾何学の

ように輪が発展の各レジスターで新しい深さを明らかにするた

めである。統合の数年後に健康の輪に戻る実践者は、初心者に

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
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は見えない次元を見る。ジン保存とシェン輝度の関係、睡眠建

築が魂自身の引き出しと関与の周期をどのように反映するか、

意識が物質に由来する第二神経系としての腸の深い生態。

輪は円ではなく螺旋である。同じ構造に戻るが、あなたは同じ

ではない。各パスは深くなる。各パスは、常にそこにあった相

互接続性をもっと表示する。そして、各パスは実践者を輪と生

活がもはや二つのもの－建築がそれが第二の自然として動作す

ることがあるほど完全に内在化されている点に近づけ、残るの

は地図ではなく領域である。人間の完全に提示され、ロゴスに

整列して世界を通じて移動し、瞬間に応答し、戦略を通じてで

はなく存在を通じてダルマに奉仕する。

輪は見ることを教える装置である。輪の向こうで、あなたは調

和を実践する。そして、調和の生きた表現になる。

参照：調和の輪、調和の輪の建築、調和の道、臨在の輪、応用

調和主義、調和主義

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/anatomy-of-the-wheel
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/applied-harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/applied-harmonism
https://harmonism.io/ja/harmonism
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第 I I 部

八つの柱

The keystone of each pillar in the order of the Way
of Harmony — Presence first, Recreation last, the

spiral returning.
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第 5章  ·  第 I I部  —  八つの柱

プレゼンスの輪

*中心の柱（調和の輪

）のサブホイール。参照：マスターキー

.*

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/anatomy-of-the-wheel
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プレゼンスの構造

「プレゼンスの輪」は、7+1の形式で構成される8本のスポーク
を通じて、プレゼンスそのものの実践と修養を展開します。中央

のスポークは「瞑想」であり、その周囲に7本の周辺スポークが
放射状に広がっています。 呼吸は第一歩であり、肉体と精神を
つなぐマスタースイッチです。意識的な呼吸——最も広義でのプ
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ラナヤマ——を通じて、実践者は生命エネルギーを養い、生きた
肉体の物理的現実に意識を根付かせます。呼吸は肉体と精神を

結ぶ最も直接的な架け橋であり、他のすべての実践が成り立つ

基盤です。

音と沈黙は、プレゼンス（在り）の振動的次元を形成します。

マントラ、詠唱、ディクル、そして聖なる音楽は、存在を活性化

させ、微細な周波数へと調和させます。 しかし、音と沈黙は対
立するものではなく、一つの現実の二つの側面である――粗い振
動から微細な振動を経て、アナハタ・ナーダ、すなわち打たれざ

る音、すなわち沈黙そのものへと至る進展である。音に関する

外的な実践は、最も深い音と最も深い沈黙が一つであることを

認識するまで、耳を内側へと導く。

エネルギーと生命力は、微細体の次元を構成しており、意識の

中を流れるものを直接的に養い、管理するものです。 これに
は、気、プラーナ、クンダリーニ、チャクラワーク、そしてエネ

ルギー衛生——発光エネルギー場

（生命エネルギー）をその独自の言語で扱うこと——が含まれま
す。 ここでの実践は浄化のプロセスです。エネルギーの滞りを
解消し、カルマのパターンを手放し、エネルギー体を本来の輝

きへと回復させます。妨げは注意によって解消され、注意は「在

る」ことへと導かれます。

意図は調和へと向かう方向性を定めます。この柱には、ヴィジュ

アライゼーション、勇気を持って夢を描く実践、目的の明確化、

そして意志をダルマ

（宇宙の意志）と調和させることが含まれます。意図を通じて、

実践者は意識的に意図の力

https://en.wikipedia.org/wiki/Nada_yoga
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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（宇宙のエネルギー）を動員し、意識のエネルギーを宇宙の秩

序と調和するものへと向けます。

内省とは内面への回帰であり、自己探求、自己認識、そして生

きた経験の処理である。日記の記述、省察、そして率直な自己

観察を通じて、実践者は自身のパターン、執着、そして条件付け

を観察する。内省は目に見えないものを可視化し、経験を変容

可能なものへと導く。

徳（Virtue）とは、行動における倫理的原則の体現である。ここ
では、実践の古代的な倫理的基盤であるヤマとニヤマが、単な

る理論的知識としてではなく、人生のあらゆる領域に息づく生

きた存在として現れる。 徳とは、行動に表れる霊的成熟の果実
である。献身と祈りもまたこの柱に属し、神聖な生活の能動的

な関係性の次元——愛と奉仕を通じて存在が神聖なるものと意識
的に調和すること——を成す。

エンセオジェンは、触媒および加速剤として独自の位置を占め

ています。神聖な植物薬 — アヤワスカ、サイロシビン、 サン・
ペドロ、そして世界中の先住民族の伝統で認められているその他

の聖なる薬——は、意識の拡大、癒やし、そして神との交わりへ
の入り口として、儀式の文脈で使用されます。これらは娯楽では

なく霊的な薬であり、敬意、適切な準備、経験豊富な指導、そ

して「内省」の実践を通じた厳格な統合を必要とします。 エン
セオジェンは敬意を持って接すれば強力な力を発揮します。それ

らは他の柱における日々の持続的な実践を明確にし、加速させ

るものではありますが、それに取って代わるものではありませ

ん。それらは触媒であり、目的地ではないのです。

https://en.wikipedia.org/wiki/Yama_and_Niyama
https://en.wikipedia.org/wiki/Echinopsis_pachanoi
https://en.wikipedia.org/wiki/Echinopsis_pachanoi
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瞑想 — 中心

「プレゼンスの輪（Wheel of 臨在）」は、この体系において独自
の位置を占めています。それはシステム全体のマスターキーなの

です。他のすべてのサブホイールには、プレゼンスのフラクタル

である中心原理——モニター（観照）、スチュワードシップ（管
理）、Dharma

、愛（愛）、知恵（智慧）、畏敬（畏敬）、喜び（歓び）——があ
ります。これらの一つひとつは、人生の特定の領域に適用され

たプレゼンスなのです。 「プレゼンスの輪」こそが、プレゼン
スをその構成要素へと展開させるものです。この輪を学ぶこと

は、他のすべての輪の中心に凝縮された形で現れる、まさにそ

の能力そのものを学ぶことに他なりません。それは他の輪と並

列するものではなく、それらを貫くものです。

したがって、プレゼンスの中心にある瞑想は、「中心の中の中

心」であり、他のすべての中心原理がその力を引き出す源とな

る実践なのです。 「モニター（観照）」は、身体に適用された瞑
想である。「スチュワードシップ（管理）」は、物質世界に適用

された瞑想である。「召命（Dharma

）」は、天職に適用された瞑想である。「愛（愛）」は、人間関係

に適用された瞑想である。「知恵（智慧）」は、知識に適用され

た瞑想である。「畏敬（畏敬）」は、自然に適用された瞑想であ

る。「喜び（歓び）」は、遊びに適用された瞑想である。瞑想が

育む「注意」という質がなければ、他のどの中心もその深みに

おいて機能することはない。

ハーモニストによる「プレゼンス」の理解は、ヴェーダの伝統

がサハジャ（自然の状態）と呼ぶもの、ゾクチェン（純粋な気
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づき）と呼ぶもの、トルテカの伝統がアセンブリポイントの休

息位置として描写するもの、そして禅が「初心の心」と呼ぶもの

といった、伝統を超えた収束点に立脚している。 これらは異な
る境地ではなく、同じ認識に対する異なる名称に過ぎません。

静かな心と喜びに満ちた心は、構築すべき非凡な成果ではな

く、妨げられていないときの意識の根源的な状態なのです。

「輪」は、互いに補完し合い、連携して機能する二つの道を通

じて「プレゼンス」に奉仕する。「ヴィア・ネガティヴァ（否定

の道）」は、プレゼンスを覆い隠すものを取り除く。この輪のあ

らゆる柱――呼吸、音、エネルギー、意図、内省、徳、エンセオ
ジェン――は、身体に蓄積された緊張、心の強迫的な活動、未解
決の感情の残滓、そして微細体におけるエネルギーの滞りを浄

化する。これらはプレゼンスを覆い隠すものであり、実践によ

ってそれらは解消される。 「ヴィア・ネガティヴァ（否定の
道）」は、同じ能力を意図的に用いてプレゼンスを能動的に育

む。すなわち、内なる光（Anahata

）を活性化し、心の至福の喜びに浸ること、内なる静寂（Ajna

）に焦点を合わせ、純粋で平和な意識の中に安らぐこと、深い

瞑想の中で内なる光（意図の力

）をエネルギーセンターへと導くこと、呼吸を用いて生命力を

構築し循環させること、そして音と沈黙を通じて知覚を洗練さ

せることである。浄化は能力を明らかにし、能力を行使するこ

とは浄化を深める。この二つの道は連続的なものではなく、一

つの実践における同時進行の動きである。

これこそがハーモニズムの最も深い哲学的信念である。すなわ

ち、人間の自然な状態とは、意識的な在り方、無条件の平和、

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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そして自発的な慈愛の状態であり、この状態は常にすでに存在

しているものの、それを妨げるものの除去と、それを知覚する

能力の積極的な育成の両方を通じてアクセスされるものであ

る。 「調和の輪（調和の輪）」全体は、この自然な状態が認識さ
れ、安定し、深まり、そして生きられるようになるための条件

――身体的、物質的、職業的、関係的、知的、生態学的、娯楽的
な条件――を創り出すために存在する。

関連記事

-実践 — ハーモニズム・カノン 毎日の実践

-呼吸 / プラナヤマ

-瞑想

-音と静寂

-意図

-振り返り

-エネルギー／生命力

-美徳

-エンセオジェン

-沈黙の力

-心の力

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/meditation/the-practice
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/breath/breathing
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/meditation/meditation
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/sound/sound-and-silence
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/intention/intention
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/reflection/reflection
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/energy/energy
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/virtue/virtue
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/entheogens/entheogens
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/sound/the-power-of-silence
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/the-power-of-the-heart
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-「霊的危機」――ゲートウェイ・エッセイ

関連項目

-調和の輪

-存在、ダルマ、ロゴス

調和主義

https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-spiritual-crisis
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/harmonism
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第 6章  ·  第 I I部  —  八つの柱

健康の輪
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7＋1

「健康の輪」とは、一つの指針となる姿勢を軸に、互いに連

動する7つの分野が円を描くものです。その姿勢とは「モニター
（観照）」――身体に適用された「プレゼンス（臨在）」のフラク
タルです。 「睡眠」「回復」「サプリメント」「水分補給」「浄化」
「栄養」「運動」という7つの分野は、身体を浄化し、養い、強
化し、回復させるための手段である。各柱は互いに影響し合

う。ある柱が他の柱の怠慢を補うことはない。車輪は全体とし

て回転する。

ハーモニズムにおいて、健康はそれ自体が目的ではない。それ

は霊的な生活の物質的な基盤である。 乱れた身体は、瞑想、奉
仕、人間関係、あるいは創造的な仕事への要求に耐えられな

い。調和した身体は意識に対して透明となり――妨げるのではな
く、奉仕するようになる。「健康の輪」は、身体をふさわしい神

殿とするために存在する。

モニター — 中心

モニターとは、身体に適用された「プレゼンス」である――意識
の内側へ向かうのではなく、有機体（身体）の内側へ向けた、

同じ注意の姿勢である。 いかなる手順や介入を行う前にも、規
律ある観察の行為がある。それは、内面的な自己感知（消化、

エネルギー、睡眠の質、気分、症状）、継続的な外部モニタリン

グ（HRV、安静時心拍数、血圧、連続血糖値、睡眠構造）、そし
て定期的な詳細な検査（包括的な血液検査、ホルモンパネル、

マイクロバイオーム分析、機能医学診断）である。 「モニター」
なしでは、他の柱は手探りの状態です。「モニター」があれば、
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あらゆる介入は、集団平均という権威に従うのではなく、あな

た自身の生体データという証拠に基づいて検証されます。「モニ

ター」とは、主権の実践を具体化したものであり、身体を外部

の権威に委ねることを拒む姿勢です。モニター →

浄化

浄化とは、妨げとなるものを取り除くことです。体は、自分を

毒する物質で飽和した状態では、受け取ったものを吸収するこ

とができません。現代生活は、重金属、農薬残留物、可塑剤、

内分泌かく乱物質、マイコトキシン、種子油、蓄積された代謝

老廃物、寄生虫、バイオフィルム、カンジダ菌の異常増殖とい

った、絶え間ない毒性負荷を体内に蓄積させます。 浄化とは、
断食、肝臓と胆嚢のサポート、結合剤、サウナ、リンパドレナー

ジュ、寄生虫対策、重金属キレート療法、そして継続的な曝露

の排除を通じて、この負荷を規律正しく取り除くことです。これ

は、その後のすべての柱の前提条件となります。毒性のある環境

では、その後どれほど精密な栄養を摂取しても、健康へと導く

ことはできません。 浄化 →

水分補給

水分補給は生命の媒体です。 水は単なる無機質な飲み物ではあ
りません。それは、あらゆる代謝、電気的、解毒プロセスが起

こる構造化された基盤なのです。ハーモニストの水分補給は、

質（ろ過され、ミネラルを含み、構造化され、フッ化物や塩素

を含まない）、量（体重、気候、活動量に合わせた量）、タイミ

ング（夜ではなく、日中に重点的に摂取すること）、そしてミネ

ラルの調和（ナトリウム、カリウム、マグネシウム、微量ミネラ

ルが適切な比率で含まれていること）に配慮しています。 「浄

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/monitor/monitor
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/purification/purification
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化」によって清められた体は、今や清らかで生命力に満ちた水

で満たされなければなりません。この媒体がなければ、その後

のあらゆる介入の効果は薄れてしまいます。水分補給 →

栄養

栄養は、浄化され、水分が十分に補給された土台の上に築かれ

ます。食物は、カロリーである以前に情報です。それはゲノム、

ホルモン系、マイクロバイオーム、そして神経系に指令を与えま

す。 ハーモニストの栄養学は、その指向性において先祖伝来の
ものを基にし、適用においては体質に即したものです。具体的に

は、ホールフード、放牧飼育の動物性食品、旬の農産物、伝統的

な油脂、工業用種子油を一切使用せず、最小限の加工にとど

め、体質タイプ（アーユルヴェーダのドーシャ、中国の五行）お

よびモニターが示すシグナルに合わせて個別に調整されます。こ

れは外部から押し付けられた食事法ではなく、身体とその栄養

との間の持続的な関係であり、スパイラルを通じて段階的に洗

練されていくものです。 栄養 →

サプリメント

サプリメントは精密な調整手段であり、基礎ではありません。

食事と水がベースラインを確立し、サプリメントは特定の不足を

補うものです。その不足はMonitorによって可視化され、整えら
れた環境下で対処可能となります。 これには、検査で不足が確
認された場合の補正的サプリメント（マグネシウム、ビタミン

D、オメガ3、ビタミンB群、ヨウ素）、中国の「Jing - Qi - Shen」
の枠組みに基づくアダプトゲンや強壮作用のあるハーブ療法、

解毒経路への的を絞ったサポート、ミトコンドリアの最適化

（CoQ10、PQQ、クレアチン）、そしてエビデンスが裏付けられ

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/hydration/hydration
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/nutrition/nutrition
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る長寿化成分などが含まれます。サプリメントは健全なプロトコ

ルを強化するものであり、欠陥のあるプロトコルを補うもので

はありません。 サプリメント →

運動

運動は、浄化され、水分補給され、栄養を与えられ、サプリメ

ントで補われた身体——つまり、消耗ではなく適応によって運動
のシグナルに応答する準備が整った身体——を活性化させます。
ハーモニストの運動実践は、4つの領域を統合しています。それ
は、有酸素運動（ゾーン2の持久力、高強度インターバル）、筋力
（漸進的負荷——長寿にとって最も効果的な介入法）、可動性
（関節可動域、筋膜の柔軟性、呼吸と動きの統合）、そして武

術、瞑想、身体芸術（ヨガ、太極拳、 気功、武術、ダンス）を
統合しており、これらを通じて動きは「在り方（プレゼンス）」

そのものとなります。座りっぱなしの生活は文明病であり、体

系化された動きこそがその是正策です。移動 →

リカバリー

適応が起こるのはリカバリーの段階です。動きのシグナルは、努

力中ではなく休息中に認識されます。リカバリーがなければ、

トレーニングは消耗に終わってしまいます。 回復は、神経系の
調整（呼吸法、迷走神経の活性化、瞑想）、熱ストレス（サウナ

と寒冷刺激。これらが相まって、熱ショックタンパク質、褐色脂

肪の熱産生、ストレス耐性を高める）、ボディワーク（マッサー

ジ、筋膜リリース、アトラス（第一頚椎）の調整、構造的統

合）、アクティブリカバリー（ウォーキング、可動域運動、軽い

運動）、そして休息そのものの実践を統合するものである。 回復

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/supplementation/supplementation
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/movement/movement
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こそが、身体に「動き」が求めるものを受け入れることを可能

にするのです。復旧 →

睡眠

睡眠は、この輪の頂点に位置します。それは不可欠な柱であ

り、グリフマティック系が脳を浄化し、成長ホルモンが組織を

修復し、記憶が定着し、免疫系が監視を行い、そして生体全体

が次のサイクルに向けてリセットされる期間です。慢性的な睡眠

不足を補うことのできるサプリメント、プロトコル、介入方法

は存在しません。 ハーモニストの睡眠実践は、概日リズムの調
整（朝の日光、夕方の光環境）、睡眠の構造（深い睡眠とレム睡

眠の比率）、環境（暗さ、温度、電磁波の最小化、静寂）、タイ

ミング（太陽のリズムに合わせた一貫したスケジュール）、そし

て神経系を真の休息へと導く就寝前の儀式に焦点を当てていま

す。睡眠 →

健康への道 — 統合の螺旋
「調和の輪」が推奨する統合の方向性——「存在（臨在）→ 健
康（健康）→ 物質（物質）→ 奉仕（奉仕）→ 人間関係（関係）
→ 学習（学び）→ 自然（自然）→ レクリエーション（遊び）→
存在（臨在）」——を辿るように、「Wheel of 健康」にも独自の
内部スパイラルが存在します。この順序は、身体自身の回復の

論理をコード化しています：

モニタリング → 浄化 → 水分補給 → 栄養摂取 → サプリメント
摂取 → 運動 → 回復 → 睡眠 → モニタリング (∞)

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/recovery/recovery
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/sleep/sleep
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
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この順序は恣意的なものではありません。あらゆるスケールに

おける「調和の道」を支配する錬金術の原理に従っています。す

なわち、滋養を与えるものを築く前に、妨げとなるものを取り

除くのです。最初に「モニタリング」があります。介入に意味を

持たせるには、まず基準線を確立しなければなりません。観察

していないものに向かって方向を定めることはできないからで

す。次に「浄化」が続きます。なぜなら、体を毒するもので満た

されたままでは、体は受け取ったものを吸収できないからで

す。続いて「水分補給（水分）」があります。水は、浄化を完了

させ、その後のすべての滋養が通り抜ける媒体だからです。 貨
物が到着する前に、水路は清潔で流れが良好でなければなりま

せん。栄養は、浄化され、水分が補給された土壌の上に築かれ

ます。そうして初めて、身体は本物の食物を吸収し、代謝し、真

の修復へと導くことができるのです。サプリメントは基礎ではな

く、精密な調整装置として登場します。それは、モニタリングに

よって可視化され、浄化された土壌によって対処可能となった特

定の不足に対処するものです。 そして、運動が、解毒され、水
分を補給され、栄養を与えられ、サプリメントで整えられた身

体に働きかける。それは、消耗ではなく適応によって、運動の

シグナルに応答する準備が整った身体である。回復がそれに続

く。なぜなら、適応は努力中ではなく休息中に起こるからだ。

睡眠がこのサイクルを締めくくる。それは、その日築き上げられ

たすべての定着であり、無意識の休息によってのみ行われる修復

であり、螺旋を再び巡るための準備となるリセットである。

螺旋を巡る各段階は、前回よりも高い次元で機能する。 最初の
通過では、最も顕著な障害――加工食品、座りがちな生活、毒素
の蓄積、睡眠不足――が取り除かれる。2回目の通過では、さら
に精緻化が進む。浄化はより深層へ（重金属、寄生虫、バイオ

フィルム）、栄養摂取はより的確に（体質に合わせた調整、概日

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/hydration/hydration
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リズムの調整）、運動はより意図的なものへ（筋力、心肺機能の

強化、可動域の向上）、回復はより体系的に、そして睡眠はより

構造的に健全なものとなる。 3回目、4回目の通過に至る頃に
は、実践者は微細なシグナルを読み取れるレベルに達している

――モニターは訓練されていない身体には見えないパターンを明
らかにし、生体はその介入に対して、当初では不可能だったほ

どの速さと特異性をもって反応する。

そして常に、モニターは検証し、方向性を示す。中心への回帰

は、その都度再調整となる：何が変化し、何が停滞し、車輪が

どこで引っかかっているのか。 この螺旋は終わりを迎えること
はない。それは、健康の主権を実践する生き方そのものであ

る。

メタ・プロトコルの原則

「健康の輪」は、あらゆる疾患特異的なプロトコルが導き出さ

れるメタ・プロトコルである。ほぼすべての慢性疾患の根本原

因は、同じ根底にあるパターンに帰着する。すなわち、慢性炎

症、インスリン抵抗性、毒素負荷、睡眠障害、運動不足による

生理機能の低下、腸内細菌叢の乱れ、そして栄養素の欠乏であ

る。 その下流での現れが糖尿病、がん、自己免疫疾患、あるい
はメタボリックシンドロームのいずれであれ、中核となる介入

は同一である：解毒＋治療的栄養＋構造化された運動＋睡眠の

最適化＋神経系の調整。個別のプロトコル（糖尿病, がん予防,
体組成, 炎症）は、特定の領域に「健康の輪」を適用したもので
あり、独立したプログラムではなく、そのバリエーションに過

ぎない。「健康の輪」を体得した読者は、あらゆるプロトコルを

導き出すことができる。

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/protocols/diabetes-protocol
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/protocols/cancer-prevention
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/protocols/fat-loss-protocol
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/protocols/inflammation-chronic-disease
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関連記事

出発点

- ソブリン・ヘルス — ゲートウェイ・エッセイ
- 最初の90日間 — ソブリン・ヘルス スターター・プロトコル
- 朝の習慣
- 基質
- 病気の根本原因

8つの柱
- 観照 — 中心、身体におけるプレゼンスのフラクタル
- 浄化 — 断食のプロトコル、寄生プロトコル、重金属の解毒、
肝臓・胆嚢のデトックス を含む
- 水分 — 水 を含む
- 栄養 — 種子油、カンジダ、断食の原則、避けるべき食品と物質
を含む

- 補充
- 運動 — 有酸素運動、筋力トレーニング、モビリティ を含む
- 回復 — 温熱療法、冷却療法、ボディワーク、アトラスプロフィ
ラックス（アトラスC1アライメント） を含む
- 睡眠 — 科学、夢、環境、プロトコル、障害に関する記事を含
む

コンディション・プロトコル

- がん予防
- 糖尿病治療プロトコル
- 体組成と脂肪減少
- 炎症と慢性疾患
- 前立腺の健康

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/sovereign-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/the-first-90-days
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/the-morning-ritual
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/the-substrate
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/root-cause-of-disease
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/monitor/monitor
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/purification/purification
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/purification/fasting-protocols
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/purification/parasite-protocols
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/purification/heavy-metal-detoxification
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/purification/liver-gallbladder-flush
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/hydration/hydration
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/water/water
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/nutrition/nutrition
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/nutrition/seed-oils
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/nutrition/candida
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/purification/the-fasting-principle
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/nutrition/foods-substances-to-avoid
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/supplementation/supplementation
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/movement/movement
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/movement/cardiovascular-training
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/movement/strength-training-harmonism
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/movement/mobility
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/recovery/recovery
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/recovery/heat-therapy
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/recovery/cold-therapy
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/recovery/bodywork
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/movement/atlasprofilax
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/movement/atlasprofilax
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/sleep/sleep
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/protocols/cancer-prevention
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/protocols/diabetes-protocol
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/protocols/fat-loss-protocol
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/protocols/inflammation-chronic-disease
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/protocols/prostate-health
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- スーパー・イミュニティ
- 根本原因としてのストレス

基礎論考と手法

- 健康と長寿：最大の要因
- 医療的介入
- アルコール
- 外観
- セルソニック
- ボウル・ド・エアー・ジャキエ

関連項目

調和の輪

臨在 — その中心にある「モニター」は生物学的フラクタル
である

Logos, ダルマ

車輪の構造

大手製薬会社 | 予防接種 — ハーモニストの健康主権の視点
から見た、製薬・医療複合体に関する文明分析

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/supplementation/super-immunity
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/stress-as-root-cause
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/health-longevity-biggest-levers
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/protocols/medical-interventions-preventing-death
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/alcohol
https://harmonism.io/appearance
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/recovery/cellsonic
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/recovery/bol-d-air
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/anatomy-of-the-wheel
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/big-pharma
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/vaccination
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第 7章  ·  第 I I部  —  八つの柱

物質の輪
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7+1

スチュワードシップ（管理） — 中心：物質的資源に対する、
意識的かつ責任ある、神聖な管理。蓄積ではなく、賢明な管理

— 物質的な生活を「ダルマ（神聖な目的）」と調和させること。

住まいと生活環境 — 居住空間：家、アパート、土地、家具、公
共料金（電気、水道、インターネット）、維持管理、修理、改

修、清掃。内面の秩序を表す物理的な空間。

交通・移動 — 自動車、オートバイ、自転車、公共交通機関、燃
料、自動車保険、メンテナンス、駐車。物理的な世界をどう移

動するか——自由とアクセスを支える物質的インフラ。

衣類・身の回り品 — ワードローブ、靴、アクセサリー、バッ
グ、身だしなみ用品、ジュエリー、身だしなみ。 日々身に着
け、持ち歩くもの——具現化されたアイデンティティの物質的側
面。虚栄心ではなく、物質があなたという存在を通じて世界と

どう関わるかを意識的に選りすぐること。

テクノロジーとツール — 電子機器、デバイス、携帯電話、コン
ピュータ、GPU、電磁波管理、キッチン家電、空気清浄機、家
庭用工具、業務用機器、趣味の道具。 日常生活におけるあらゆ
る物理的な道具——デジタルであれアナログであれ——は、ダル
マの下で管理、維持、統制されなければならない。これらの道

具を使用するスキル（AIプロンプティング、ソフトウェアの習
熟、デジタルワークフロー）は、学びの輪の「デジタルアーツ」

の柱に属する。ここで扱われるのは物質的な側面、すなわち道

具そのものを選択し、所有し、維持し、保護することである。

存在論的な考察については、AIのオントロジー を参照のこと。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wheel-of-learning
https://harmonism.io/ja/world/frontiers/the-ontology-of-a-i
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金融・資産 — 資金管理、予算編成、貯蓄、支出管理、投資、資
産形成、債務管理、長期的な財務的レジリエンス、世代を超え

た資産管理。これには法務・行政的な側面も含まれる：契約、

身分証明書（パスポート、居住許可、LLC設立）、保険、税務イ
ンフラ、遺産計画。 自身の資源がどこへ流れているかを把握す
る技法と、物質的安定の戦略的側面。

調達と供給 — 食料品、家庭用消耗品、食料の保存と加工、調
達、清掃用品、トイレタリー、燃料、電池、非常用備蓄、サプ

ライチェーンのレジリエンス。 物質的な生活の「通過」の層
——永続するものではなく、通り過ぎていくすべてのもの。自給
自足で食料を育てる人にとっては、収穫物がここに含まれる。

そうでない人にとっては、意識的な調達が始まる場所である。

栽培という「実践」は、自然のパーマカルチャーの柱に属す

る。ここで扱われるのは、物質的供給のロジスティクスであ

る。

セキュリティと保護 — 物理的セキュリティ（鍵、金庫、自宅防
衛）、デジタルセキュリティ（パスワード、暗号化、プライバシ

ー、サイバーセキュリティ)、緊急時対応、自己防衛のためのイ
ンフラ。 物質的な生活の保護の側面——脅威、喪失、侵入から
大切なものを守る。

スチュワードシップ — 中心

スチュワードシップとは、物質世界に適用された「プレゼンス」

のフラクタルである。瞑想が意識に注意を向ける実践であるの

と同様に、スチュワードシップとは、同じ配慮と気づき、そし

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/wheel-of-nature
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てダルマとの意図的な調和をもって、自らの物質的環境に注意を

向ける実践である。

ギリシャの伝統は、この領域を特徴的な正確さでoikos（οἶκος）
と名付けた。それは、管理された家庭、統治された物質的領域

である。 この単一の語源から、近代において最も重要な二つの
言葉が派生している：oikonomia（エコノミー——家屋の資源を
管理する術）とoikologia（エコロジー——生き生きとした家屋
の論理を大局的に捉えたもの）。両者が同じ源に由来するのは偶

然ではない。それは哲学的な記憶である。 古代人は、物質的領
域をいかに統治するか、そして生ける世界とどのように関わるか

は、一つの根底にある能力の表れであることを理解していた。

「調和の輪」は、この洞察を構造的に保持している。すなわ

ち、「物質（物質）」と「生ける世界（自然）」は隣接する柱であ

り、「スチュワードシップ（管理）」は、前者を統治する姿勢で

あるのと同様に、「生ける世界（畏敬）」が後者を統治する姿勢

なのである。

アリストテレスは、決定的な意味を持つさらなる区別を提示し

た。 オイコノミア——真の必要性と良き生活に向けた家計管理
——を、彼はクレマティスティケ——それ自体を目的とした獲得
の術、蓄積以外のいかなる目的（テロス）からも切り離された

富の形成——と区別した。これこそが、ハーモニズムが診断する
歪みである。現代世界はオイコノミアをクレマティスティケへと

崩壊させ、物質的生活の統治を、限りない搾取の原動力へと変

質させてしまった。 その結果、物質的には豊かだが実存的には
貧しい文明が生まれた――所有物には富み、管理能力には乏し
い。

現代世界は、物質との関係を二つの方向へと歪めている。一つ

は執着（蓄積、消費主義、所有物と融合したアイデンティテ

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/wheel-of-nature
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/wheel-of-nature
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ィ）、もう一つは拒絶（スピリチュアル・バイパス、逃避として

の禁欲主義）である。 ハーモニズムは、その両方を拒絶する。
その立場は「オプティマリズム（最適主義）」——すなわち、真
の幸福、レジリエンス、そしてダルマ（法）に基づく奉仕に資す

るあらゆる資源を備えることである。ミニマリズムが削減その

ものを目的とするのに対し、オプティマリズムは、それぞれの資

源が「オイクオノミア（Dharma）」と調和しているかを問う。
その結果は、消費主義が求めるものよりは少なく、禁欲主義が

許容するものよりは多くなるかもしれない。オイクオノミアは本

来の在り方へと回復される。物質は欲望によってではなく、オ

イクオノミアによって統治されるのだ。 物質は霊的生活の障害
ではない。それは霊的生活が具現化される場である。物質的環

境の質は、内面の組織の質を映し出す。混沌とした家は、混沌

とした心を露わにする。死んだ食べ物で満たされた台所は、疎

かにされている体を露わにする。強迫的に使われるテクノロジー

は、道具に身を委ねた意識を露わにする。

7つの周辺的な要素は、実用的な視点を通じて物質的な生活全体
を描き出しています。それは、どこに住むか（住居と生活環

境）、どのように移動するか（交通と移動手段）、何を身に着け

持ち歩くか（衣類と身の回り品）、どのような道具を使うか（技

術と道具）、資源がどのように流れるか（金融と富）、何を消費

するか（食料と供給）、そしてそれらすべてをどのように守るの

か（安全と保護）です。  「Live, Move, Wear, Use, Money,
Supply, Secure（生きる、移動する、身に着ける、使う、お金、
供給、守る）」という語呂合わせは、日々のリズムを捉えてい

る。

スチュワードシップとは、あらゆる物質的な対象、あらゆる金

銭の流れ、あらゆる技術的な道具を、宇宙の秩序との調和の表

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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れとして捉えることを意味する。車を整備するのは、それを崇

拝しているからではなく、手入れの行き届いた車が摩擦なくあ

なたのダルマ（使命）を果たしてくれるからである。予算を管理

するのは、お金が目的だからではなく、無意識の支出が生命力

を漏らしてしまうからである。 家を掃除するのは、整然として
いることが美徳だからではなく、整った空間が澄んだ心の条件

を作り出すからです。選ぶ服は虚栄心ではなく、物質的な一貫

性——内なる秩序の外的な表現——なのです。

テクノロジーを「物質（物質）」の下に位置づけるのは、存在論

的な決断です。人工知能は、知性によって組織化された物質であ

り、人類史上最も強力な物質的ツールです。 そのハードウェア
――デバイス、サーバー、GPU、インフラ――がここに属するの
は、それらが「Dharma（知性）」によって統制されなければな
らず、意識を支配することを許してはならないからである。AIや
デジタルツールを使用する「skill（技術）」は、「学び（学習）」
の「Digital Arts（デジタルアート）」の柱に属する。これは、旋
盤の使い方を知ることが「学び」に属し、旋盤そのものが「物

質」に属するのと同じである。 ハーモニズムはトランスヒュー
マニズムではない。AIは奉仕するものであり、人間に取って代
わるものではない。人間こそが意識の中心であり続ける。

金融管理においても、この原則は金銭の扱いにおいて同様に適

用される。ハーモニズムは、精神的な貧困と物質主義的な貪欲

という偽りの二分法を拒絶する。 ダルマに沿った価値創造を通
じて生み出される富は、許容されるだけでなく必要不可欠であ

る——Harmoniaそのものが物質的資源を必要とするからだ。そ
の規律とは、富を避けることではなく、富が目的と調和して流

れ、世代を超えたレジリエンスを支え、決して中心を置き換え

ないようにすることである。契約、身分証明書、保険、税制イ

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wheel-of-learning
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ンフラ、遺産計画といった法行政的側面は、金融生活の足場と

して「金融と富」の中に組み込まれている。 それは日常的なも
のではなく断続的なものだが、それでも管理されなければなら

ない。

関連記事

A.I. and 調和主義、The Living Vault、Claude Memory Guide、
および OpenClaw vs Cowork は、学びの輪 の下、デジタルアー
ト へ移動しました。

関連項目

調和の輪

ダルマ

奉仕の輪 — 価値が創造される場所；物質 はそれが管理され
る場所

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wheel-of-learning
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/digital/digital-arts
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/digital/digital-arts
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/service/wheel-of-service
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第 8章  ·  第 I I部  —  八つの柱

奉仕の輪
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7+1

捧げもの — 中心のスポーク：全体から搾取するのではなく、
全体への贈り物としての行動。 すべての外周のスポークは、取
引としてではなく「捧げ物」として行われる瞬間、真の意味での

奉仕となる。「私はここで何をするためにいるのか？」という問

いがこの輪に命を吹き込む。なぜなら、その答えこそが、あな

たの捧げ物がこの世界でとる具体的な形だからだ。影響力と遺

産——時を超えて残り、より大きな善に寄与するもの——は、別
の領域にあるのではなく、7つの外周のスポークすべてを通じて
機能する「捧げ物」の自然な果実である。 レガシーは、独立し
た活動として「取り組む」ものではありません。天職を真理と

調和させ、真の価値を創造し、誠実さをもって導き、思いやり

を持って協働し、自分より長く続くシステムを構築し、広く人々

に伝え、自らに責任を持つことによって、レガシーを生み出すの

です。インパクトは、捧げ物の「目的（テロス）」であり、その

傍らにある柱ではありません。

天職（Vocation） — Dharma（神の計画）と調和した、主要な
キャリアパス。世の中で奉仕が表現されるための主要な手段。

正しい生計（right livelihood）という倫理的側面——持続可能
で、誠実であり、すべての人の幸福と調和した方法で収入を得

ることを含む。

価値創造（Value Creation） — 価値の能動的な創出：製品、
サービス、ソリューション、教え、創作物。あなたが世界に提

供するものである。 天職（道）とは区別されるものとして、価
値創造は成果である。出版することのない作家は、たとえ天職

を持っていても価値を生み出さない。



89

リーダーシップ — 共通の目的に向けて他者を導き、鼓舞し、組
織化する能力。支配ではなく、奉仕としてのリーダーシップ。

コラボレーション — 他者との協働：パートナーシップ、チー
ム、提携、ネットワーク。奉仕における関係性の側面。

倫理と説明責任 — 奉仕の道徳的基盤：誠実さ、透明性)、約束の
履行、誠実な金銭管理、クライアントやコミュニティに対する

説明責任、行動規範。正しい生業は天職の倫理的指向性を指す

が、倫理と説明責任はその原則を奉仕のあらゆる行為へと拡張

する。説明責任のないリーダーは暴君である。 誠実さを欠く協
力者は寄生虫である。誠実さを欠く発信者はプロパガンダ屋で

ある。この柱は、サービス・ホイールの免疫システムである。

システムと運営 — サービスを持続可能にする組織的インフラ：
プロセス、ワークフロー、権限委譲、プロジェクト管理、ナレ

ッジマネジメントシステム（リビング・ヴォルトを含む）。単に

懸命に働くことと、スケールするものを構築することの違い。

コミュニケーションと影響力 — サービスがどのようにして対象
者に届くか：マーケティング、教育、講演、配信、オーディエン

スの構築、メディア。この柱がなければ、価値の創造は内輪にと

どまってしまう。サービスの「到達範囲」という側面。

提供 — 中心

「オファリング（Offering）」とは、搾取ではなく調和から生ま
れる行動のことです。臨在が調和の輪全体の中核であるように

——つまり、意識そのものに注意を向ける実践であるように
——、「オファリング」はサービス・ホイールの中核です。それ

https://en.wikipedia.org/wiki/Transparency_(behavior
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/digital/the-living-vault
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
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は、世界からの搾取としてではなく、Logosが名指す秩序への参
加として表現される、世界における行動の根本原理です。サービ

ス・ホイールのすべてのスポークは、オファリングとして実践さ

れる瞬間、真の意味でのサービスとなります。 天職、価値創
造、リーダーシップ、協働、倫理、システム、コミュニケーショ

ン――これらは、捧げものが世界と出会う七つの様相であり、そ
の中心こそが、それらの様相が奉仕をもたらすのか、それとも

単なる活動を生み出すだけなのかを決定する。

「ダルマ（調和）」は、八つの柱すべてに浸透する車輪レベルの

原理であり、それは人間とLogos（宇宙の固有の秩序）との調和
を指す。Dharmaは奉仕（奉仕）に限定されたものではない。そ
れは、八つの柱すべてがそれぞれの領域において目指す調和の

原理である。 「健康」は、身体的な調和として「Dharma」を表
現する。「在」は、意識そのものに注意を向ける実践として

「Dharma」を表現する。「奉仕」は、捧げ物として「Dharma」
を表現する。「奉仕」の柱における問い――「私はここで何をす
るためにいるのか？」――は、この領域において「Dharma」が
独自に提起する問いではなく、実践者がこの柱に立つ際に「奉

仕」が「Dharma」としてとる形である。自我に基づくキャリア
パスは、快適さ、地位、あるいは安全を最適化するが、

「Dharma -に調和した天職は、現実のより深い秩序との調和を
最適化します。そして、その調和の結果は禁欲主義ではなく、得

られる最も深い満足、すなわち「真実の中で生きる喜び」で

す。この中核に関する完全な解説は 提供 にありますが、以下に
その指針となる要点を示します。

奉仕とは、根本的に、より大きな善に向けて自身のエネルギー

を向けることです。その原則は単純です。自己の利益よりも奉仕

を優先することです。 これは自己犠牲を求めるものではなく、

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/service/offering/offering-service
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部分よりも全体を優先する調和への呼びかけである。家族より

も奉仕を優先することは、宇宙の調和と調和している。これは

耳に厳しいように聞こえるかもしれないが、それはより深い真

実を反映している。すなわち、個人は全体の一部であるという

ことだ。誠実さと存在感をもってより大きな善に奉仕すると

き、あなたの人生における特定の関係――家族、友人、コミュニ
ティ――は、あなたの調和と模範から恩恵を受ける。 宇宙の調
和に対する個人の責任こそが、集団の調和が成り立つ基盤なの

です。

その道には政治的な側面も含まれますが、解決策は政治ではあ

りません。それは個人の責任なのです。その道を歩みなさい。

誠実さを体現しなさい。価値を創造しなさい。正しいことをし

なさい。一人ひとりの内で行われるこの静かな意識の革命は、

あなたが完全に把握することさえできないような形で、外へと

波及していくのです。

奉仕のエネルギーレベル

「仕事＝愛」という概念の最も深い表現は、ハリール・ギブラ

ンの『預言者』The Prophet)の「仕事について」という章に見ら
れます。 ギブランの教えは、「奉仕の輪」のエネルギー次元にお
ける哲学的な核心です。それは、労働と愛、必要性と天職、世

俗と神聖の間の誤った対立を解消するものです。

ギブランの立場はこうです。仕事とは、目に見える形となった愛

である。それは感傷的な意味での愛ではなく、物質的な形へと

流れ込む意識の能動的な実体としての愛です。 献身をもって布
を織るとき、あなたはまるで最愛の人を衣で包むかのように、

世界を衣で包むのだ。愛情を込めて家を建てる時、あなたはま

るで最愛の人がそこに住むかのように家を建てるのだ。優しさ

https://en.wikipedia.org/wiki/Khalil_Gibran
https://en.wikipedia.org/wiki/Khalil_Gibran
https://en.wikipedia.org/wiki/The_Prophet_(book
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をもって種を蒔き、喜びをもって収穫する時、あなたはまるで最

愛の人がその実を食べるかのように働くのだ。その本質的な教

えとは、働く者と仕事の間、与える者と贈り物の間に、いかな

る分裂も存在しないということである。

ギブランは、このつながりが断たれたときに何が起こるかも指

摘している。愛のない労働は強制労働であり、あなたを満たす

どころか、空虚にするだけだ。しかし彼はさらに踏み込む。た

とえ手際よく行われても、愛のない労働は空虚な実を結ぶ。単

に熟練しているだけでは不十分なのだ。無関心でパンを焼くパ

ン職人が生み出すパンは、空腹を半分しか満たさない。あなた

が仕事に注ぐ意識の質そのものが、あなたが創造するものに宿

る実体となるのだ。

その逆も同様に重要です。ギブランは、愛だけで十分だという

口実の下で働くことを拒むという「スピリチュアル・バイパス」

に対して警告しています。労働を通じて表現されない愛は、不完

全なままです。貢献することを拒みながら、霊的な調和を主張

することはできません。怠惰な人は季節の訪れに無縁であり、

生命を支えるエネルギーのリズミカルな交換から切り離されて

います。仕事は、あなたが生命と地球との約束を守るための手

段なのです。

この教えは、奉仕の輪（奉仕 wheel）の活力を生み出す中心とし
て「捧げ物（Offering）」を捉えるハーモニストの理解と、まさ
に一致する。「捧げ物」とは抽象的な施しではない――それは愛
を通じて具現化された行動であり、ダルマ（神聖な意志）が、

労働という次元で表現された際に取る形である。ギブランのこ

の言葉は、この具現化に感情的かつ霊的な次元を与える。すな

わち、あなたが仕事に注ぐ愛こそが、仕事を天職へと、天職を

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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召命へと、そして召命を神聖な捧げ物の行為へと変容させるの

である。

愛をもって奉仕するとき――自分の仕事がもたらす影響を真摯に
気遣い、品質に注意を払い、あらゆる関わりにおいて「今ここ」

に存在するとき――その仕事は霊的な実践となる。あなたは自分
の行うことから切り離された存在ではなく、あなたの意識はそ

の中に流れ込む。これこそが、奉仕の次元において実践される

「美徳（奉仕の道）」である。つまり、あなたが実際に行う仕事

の中に倫理的原則を具現化することだ。愛と調和した奉仕と

は、何かを犠牲にし、何かを与える奉仕である。そこには、今

ここにいること、心を開くこと、そして献身が求められる。 そ
れは、奉仕する側と奉仕される側の双方を養うため、最も持続

可能な仕事の形なのです。

天職と正しい生計

正しい生計——すなわち仕事の倫理的指向性——は、独立した柱
ではなく、天職を活気づける原理そのものです。それは野心を

制限するものではなく、その適切な方向性を示すものです。進

化に寄与し、ダルマと調和した価値の創造は、富と自由を同時

に生み出します。それは副産物としてではなく、自然な帰結とし

て現れるのです。 ハーモニズムは、精神的な貧困と物質主義的
な貪欲という偽りの二項対立を拒絶する。ダルマに奉仕する物

質的豊かさは、許容されるだけでなく必要不可欠である。

Harmoniaの活動そのもの——統合的変容のためのハーモニスト
の枠組み、ガイダンス、コンテンツ、システム思考を提供するこ

と——は、正しい生業と調和した天職の表現である。

天職における正しい生業の実践的な表現とは、持続可能で、誠

実であり、すべての者の幸福と調和した方法で収入を得ること

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/virtue/virtue
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である。 それは、たとえ利益をもたらすものであっても、害を
及ぼす仕事を拒むことを意味します。それは、個人の繁栄と集

団の善の両方に奉仕するビジネスモデルを構築することを意味

します。「天職」と「価値創造」の区別がこれを明確にしていま

す。「天職」はあなたが歩む「道」（倫理的姿勢とキャリアの方

向性）であり、一方「価値創造」は世界へと届く「成果」で

す。真の奉仕のためには、この両者が調和していなければなりま

せん。

関連記事

(作成予定)

関連項目

調和の輪

提供 — この輪の中心

ダルマ — 輪レベルでの整合性の原則

美徳

物質の輪 — 奉仕を通じて得たものを管理する場所

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/service/offering/offering-service
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/virtue/virtue
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/matter/wheel-of-matter
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第 9章  ·  第 I I部  —  八つの柱

人間関係の輪

*「人間関係」の柱（調和の輪

）のサブホイール。*

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
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7+1の構造

「人間関係の輪」は、「調和の輪」全体を構成するのと同じ7+1
の構造を通じて表現されています。 中心にあるのは愛——すべて
の関係性を生かす原動力としての無条件の愛です。単なるロマン

チックな愛ではなく、心から湧き出る愛（ヒンドゥー・タント

ラ伝統におけるAnahata

）——無私で、非人格的であり、それ自体が目的となる愛です。
この中心こそが、構造全体に一貫性と目的を与えています。

7本の外周のスポークは、愛を具体的な関係性の形へと変換す
る。カップルは、親密で神聖なパートナーシップ——ロマンチッ
クな愛、神聖な結合、真実、成長、そして相互の献身に根ざし

た関係の醸成——を表す。ここにおいて、男性的と女性的な極性
が、両パートナーが深まりを得られる場を創り出す。

子育てとは、子供を育て教育すること——存在感、導き、保護、
そして生きた伝統を次世代へと伝承することです。これは意識そ

のものを形作るため、最も重大な奉仕の形です。ハーモニズムに

おける子育ては教育と切り離せません。家族は主要な教育環境

であり、親は子供にとって最初にして最も長く続く教師なので

す。 ここにおいて、「関係の輪（Wheel of 関係）」と「調和の教
育（学びの輪

）」が最も直接的に交わる。『調和の教育』（調和教育法

）は、親子関係こそが、あらゆる教育の二重の中心、すなわち

「調和（臨在

）」と「愛（愛）」が、「調和の輪（Ajna

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wheel-of-learning
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/harmonic-pedagogy
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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）」と「愛の輪（Anahata

）」という軸を通じて共に作用する典型であると定めている。親

の「調和（Ajna

）」と「愛（Anahata

）」が活性化されると、そのエネルギー場が学習環境となる――
子供の微細体は、指示ではなく共鳴を通じて、この調和に同調

していくのである。

家族の長老たちは、ピトル・ヤジャナ――老いた両親や高齢者の
世話――を表しています。これは、血筋を敬い、かつて受けた世
話に報い、世代を超えた知恵の糸を繋ぎとめる実践です。それ

は、円環の完成なのです。

友情は、自ら選んだ絆を包含します。それは、相互の成長と、

より高みを目指すという共通の決意に根ざした、深い仲間意識

です。これらは、自由な選択によるものであり、深く共鳴し合

っているからこそ、魂を養う関係なのです。

コミュニティは、その輪を隣人、地元のサンガ、そしてより広範

な帰属のネットワークへと外へと広げます。友情が「選択」さ

れるものであるのに対し、コミュニティは「同心円」のように

広がり、共有された目的と共同生活の領域を拡大していきます。

弱き者への奉仕は ブータ・ヤジャナ です。これは、個人的な関
係の輪を超えて、恩返しのできない人々へと愛を広げる行為で

す。貧しい人々、困窮している人々、弱い立場にある人々、そし

て動物界への奉仕です。ここにおいて、愛は具体的な行動とな

り、世界に触れるのです。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://en.wikipedia.org/wiki/Pitr_Yajna
https://en.wikipedia.org/wiki/Bhuta_Yajna
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コミュニケーションは、関係を可能にする神経系として、これ

ら七つの柱すべてを貫いている。それは、耳を傾けること、真

実を語ること、対立を解決すること、そして愛を表現すること

の芸術である。コミュニケーションがなければ、他のすべての

柱は言葉にならない。コミュニケーションがあってこそ、愛は

現実のものとなり、分かち合われる。

愛 — 中心

愛とは、関係性に応用された「在り（プレゼンス）」のフラクタ

ルである。瞑想が、無条件の開放性をもって意識に注意を向け

る実践であるのと同様に、愛とは、同じ質をもって他者に注意

を向ける実践である――投影も、要求も、エゴの欲求というフィ
ルターも介さず、相手をありのままに、完全に見ることであ

る。

現代社会は、愛を欲望、執着、感情的な依存、そしてロマンチ

ックな相性といったものと混同している。 これらは関係性にお
ける経験の一側面ではあるが、ハーモニストの定義における

「愛」ではない。この車輪の中心にある愛とは、Anahata

の原理、すなわちハートチャクラの無条件の輝きである。それ

は見返りを期待しない。相手に変わってほしいと求めない。そ

れは二人のエゴ間の取引ではなく、自身の意識が持つ質そのも

のである。

これは、人間関係に構造も境界も期待もないという意味ではあ

りません。7本の外側のスポークは、まさに愛にこの世での形を
与えるために存在しています。それは、夫婦としての誓い、子育
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ての責任、年長者への敬意、友情の深み、コミュニティの連

帯、弱い立場にある人々への思いやり、そしてこれらすべてを可

能にするコミュニケーションの技です。構造のない愛は単なる

感情に過ぎません。愛のない構造は機械に過ぎません。両方が

揃って初めて、この輪は回り始めるのです。

柱の順序には意味がある。カップルと子育てが最初にくるの

は、核家族が関係性のある生活の基礎となる単位だからだ――そ
こが、愛が最も厳しく試され、その実りが最も重大な結果をも

たらす実験室である。特に子育ては、関係性と学びが最も力強

く交差する場である。親は、子どもの意識の育成を機関に外注

したりはしない。 ハーモニストの子育て観は本質的に教育的で
ある。資格取得ではなく、人間としての総合的な発達を真剣に

考える家族にとって、意識的な子育て、ホームスクーリング、ア

ンスクーリングは現実的な選択肢となる。Harmonia

が、マリアム・ダビ博士との共同開発によりこの分野で提供す

るリソースは、親が「学びの輪

（統合的発達モデル）」のあらゆる次元において子供を教育する

ために必要な、教育的な実質（調和教育法

を参照）と関係性の深みを身につけることを目的としている。

次に「家族の年長者」が挙げられるのは、世代をつなぐ糸——先
人たちを敬うこと——こそが、家族という単位に深みと継続性を
もたらすものだからである。「友情とコミュニティ」は、その輪

を外へと広げる。「弱者への奉仕」は、その輪を自然な境界まで

拡張する。すなわち、真の愛は個人的な知己の範囲にとどまる

ものではないという認識である。

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wheel-of-learning
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/harmonic-pedagogy
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コミュニケーションは、愛が自らを表現するために不可欠な実

践的スキルとして、これらすべてを貫いています。語られず、聞

かれず、受け取られなければ、最も偉大な愛も無意味です。対立

の解決、率直な言葉、深い傾聴、断絶後の修復能力——これらは
愛の付加物ではなく、愛を構成する要素そのものです。コミュ

ニケーションのない関係は、神経系のない関係に他なりませ

ん。

人間関係の精神的な側面は、その実践的な課題から切り離され

たものではありません。 他者と共に生きること、子供を育て上
げること、高齢の親の世話をすること、何十年にもわたって友

情を維持すること、あるいは見返りを期待せずに見知らぬ人に

奉仕すること――まさにこうした困難の「只中」において、愛は
現実のものとなる。「関係の輪」は、何の努力も要しない調和と

いうビジョンを提示するものではない。それは、愛を不変の基

準点として、人間関係のあらゆる複雑さを切り拓くための枠組

みを提供するものである。

サブ記事

中心

-愛

— 中心：あらゆる人間関係の原動力となる無条件の愛

七つの柱

-カップルの建築

— カップルの存在論的基盤：極性、目的、フィールド
-夫婦の暮らし

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/love/love-relationships
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/couple/couple-architecture
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/couple/couple-living


101

— 主権、構造、そして共同生活の実践的枠組み
-子育て

— 子供を育て、教育するという神聖な責任
-一族の長老たち

— 老いた両親や先祖を敬い、世話すること（ピトル・ヤジャ
ナ）

-友情

— 美徳と相互成長による深い絆
-コミュニティ

— 帰属意識、サンガ、そして部族の回復
-社会的弱者への支援

— 個人的な輪を超えた思いやりとケア（ブータ・ヤジャナ）
-コミュニケーション

— あらゆる人間関係の神経系

入門エッセイ

-自立した子供を育てる

— 文明的行為としての子育て

基礎教義

-関係性の教義

— 友情、家族、そして「Dharma

」の三つの円

-セクシュアリティと結びつき

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/parenting/parenting
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/family/family-elders
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/friendship/friendship
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/community/community
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/vulnerable/service-to-the-vulnerable
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/communication/communication-relationships
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/parenting/raising-sovereign-children
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/doctrine-of-relationships
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/couple/sexuality
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— カップル、Jing

、タントラ、受胎前

関連項目

-調和の輪

-ダルマ、アナハタ

-奉仕の輪

— 世界への奉仕が体系化される場所；「関係」は個人への奉仕が
実践される場所

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/service/wheel-of-service
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第 1 0章  ·  第 I I部  —  八つの柱

学びの輪

*「学び」の柱（調和の輪

）のサブ・ホイール。*

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
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7+1

知恵 — 中心 — は、学び手としての在り方である。それは情報の
蓄積ではなく、知識を生き生きとした理解へと統合することで

あり、学びの中に存在する「在り」のフラクタルである。 これ
こそが*Shoshin

*である。初心者の心、すなわち七つの道をすべて可能にする、
絶え間ない開放性である。

哲学と神聖な知識 — 賢者の道 — は、*Para Vidyā

*と、省察された人生から成る。 この柱は、哲学、形而上学、神
学、宇宙秩序の研究、深層心理学、エニアグラム、パーソナリテ

ィ・システム、そして自己認識を包含する。これは、聖典や哲学

的伝統と、心、自己、そして意味の研究との融合である。ここ

に属する理論は、スピリチュアリティ

に属する実践を補完するものである。

実践的技能 — 建築者の道 — は、建築、配管、電気工事、自給自
足、パーマカルチャー、大工仕事、機械整備、絵画、彫刻、楽

器製作など、あらゆる形態の実践的なものづくりを包含します。

これは、物事がどのように機能するか、それらをどのように作

るか、そして物質的な技能を通じていかに美を創造するかとい

う、体現された知識です。

ヒーリング・アーツ — ヒーラーの道 — には、応急処置、ハーブ
療法、栄養学、エネルギーヒーリング、理学療法、そして伝統医

学が含まれます。この柱は、自分自身や他者の身体とエネルギ

ーフィールドを回復させ、ケアする方法に関する知識です。

https://en.wikipedia.org/wiki/Enneagram
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
https://en.wikipedia.org/wiki/Herbalism
https://en.wikipedia.org/wiki/Herbalism
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ジェンダーとイニシエーション — イニシエートされた者の道 —
は、ジェンダー特有の学びと通過儀礼に関わるものです。 これ
には、男性的なイニシエーションの伝統や女性的な叡智の伝

統、武術や戦闘訓練、そして具体的な実践やイニシエーションの

儀式を通じて、男性であること、あるいは女性であることが何

を意味するかを学ぶことが含まれます。これは、両性の存在論

的な差異に根ざした、ジェンダーに基づく全体性の涵養です。

コミュニケーションと言語 — 声の道 — は、表現の芸術である。
言語、修辞学、執筆、人前でのスピーチ、対話、そして理解を伝

える能力を含む。

デジタル・アーツ — 指揮者の道 — は、人工知能、コンピュー
タ、ソフトウェア、そしてインターネットを創造と研究の道具と

して扱う芸術である。これには、プロンプト・エンジニアリン

グ、デジタル・ワークフロー、データ・リテラシー、そして認知

的主権を放棄することなくデジタル・インテリジェンスを統括

する技法が含まれる。

科学とシステム — 観察者の道 — は、物質世界の研究である：物
理学、生物学、システム理論、生態学。これは、最も厳密な形

での アパラ・ヴィディヤ であり、物質レベルにおける宇宙に内
在する調和的な知性、すなわち *Logos

に対する科学的理解である。

叡智 — 中心

知恵とは、知識に適用された「在り（プレゼンス）」のフラクタ

ルである。瞑想が意識そのものに注意を向けるのと同様に、知

https://en.wikipedia.org/wiki/Martial_Arts
https://en.wikipedia.org/wiki/Apara_Vidya
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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恵は人が知っていることそのものに注意を向ける――識別力、統
合力、そして理解によって変容されることを受け入れる意志をも

って。知恵は博学ではない。人は膨大な量のデータを保持してい

ても、深く無知なままである可能性がある。知恵は情報が終わ

る地点から始まる。すなわち、知識が経験、省察、実践を経

て、知る者の生きた能力となるその地点から始まるのである。

ハーモニズムは、ヴェーダの伝統に従い、知識の二つの根本的

な秩序を認めている。*Para Vidyā

— より高い知識 — は、究極の現実、すなわち形而上学、存
在論、意識の本質、そして絶対を指し示す聖典や哲学的伝統

に関わるものである。 アパラ・ヴィディヤ — 低次の知識 —
は、現象界に関わるものである。すなわち、科学、技術、

実践的技能、存在の物質的構造などである。どちらの知識

も不可欠である。 実践的な知識を軽んじる霊的求道者は、
神聖なものを退ける科学者と同様に不完全である。真の知

恵とは、この二つの秩序を統合し、それぞれをいつ適用すべ

きかを知り、それらが最終的には一つの現実へと収束する

ことを理解することである。

現代の教育システムは、ほぼ独占的にアパラ・ヴィディヤを重視

しており、その結果、意味や目的、あるいは自身の意識の本質

を理解するための枠組みを欠いた、技術的には有能な個人を生

み出している。 ハーモニズムは、科学教育を拒絶することでは
なく、実践的スキルやシステム思考に加え、聖なる知識、哲

学、そしてヒーリング・アーツを含むより大きな枠組みの中に科

学教育を位置づけることで、この状況を是正する。「学びの輪」

は、専門化ではなく全体性を目指す、統合的な人間形成のため

のカリキュラムである。

https://en.wikipedia.org/wiki/Apara_Vidya
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柱の順序には、意図的な論理が込められている。哲学と聖なる

知識が最初に位置づけられるのは、それらが形而上学的な指針

を提供し、他のすべての学びが適切な位置を見出すための基盤

となるからである。 これがないと、知識は断片化し、つながり
のない専門分野へと分断されてしまう。実用技能とヒーリン

グ・アーツは、知識の体現された側面として続く。それは、手

や身体に宿り、物質や生命との直接的な出会いの中に生きる学

びである。ジェンダーとイニシエーションは、学びがジェンダー

中立ではないことを認識している。男性と女性には異なるイニ

シエーションの課題があり、統合的教育はこれを平準化するの

ではなく、尊重しなければならない。コミュニケーションと言

語は架け橋の役割を果たす。伝達、表現、共有できない知識

は、不完全なままである。 デジタル・アーツは、現代を特徴づ
ける道具の領域——人工知能やデジタルシステムに飲み込まれる
ことなく、それらを創造の道具として操る能力——に取り組む。
科学とシステムは、物質、構造、そして物質世界の法則へと外向

きに向き直った知的枠組みとして、この輪を完成させる。

中心にある「知恵」こそが、この多様性が断片化することを防

ぐ。それは統合的な能力であり、「私は何を知っているか？」で

はなく、「私の知識は、いかにして真理に、生命に、そして私の

意識とṚta

との調和に奉仕するのか？」と問うものである。人は学識があ

っても、必ずしも賢明であるとは限らない。知恵とは、最良の

意味で学びを「危険」なものにする資質である。それはあなた

を変え、あなたが理解したことに従って生きることを求める。

「学びの輪（Wheel of 学び）」は、学者を生み出すためではな
く、賢明な人間を生み出すために存在する。すなわち、その知

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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識が人格、行動、そして奉仕する能力へと統合された人々を生

み出すためである。

『教育の道（教育学

）』という文書は、教育者の「存在（臨在

）」（「存在の輪（調和の輪

）」の中心）と「愛（愛）」（「愛の輪（人間関係の輪

）」の中心）が、あらゆる教育関係の二重の中心を構成すること

を定めている。 「存在（臨在）」が活性化された「存在感（Ajna

）」を通じて働き、「愛（愛）」が活性化された「愛感（Anahata

）」を通じて働くとき、教育者は単なる行動環境にとどまらない

「エネルギー場」を生み出し、その場の中で学習者自身の意識

が歪みなく展開できるようになる。これがハーモニズム（調和

主義）の最も深い教育的主張である。すなわち、最適な学習環

境とはカリキュラムや方法論ではなく、「在り方」そのものであ

るということだ。「学習の輪（Wheel of 学び）」のあらゆる柱、
そしてそこで育まれるあらゆる原型は、この基盤を前提としてい

る。 「プレゼンス」を欠いた賢者は、知恵ではなく情報を伝え
るに過ぎない。「愛」を欠いたヒーラーは、存在そのものではな

く、症状を治療するに過ぎない。この二つの中心こそが、技術

的な能力を統合的な教育へと変容させるものである。その哲学

的根拠については、調和教育法

を参照されたい。

「学びの輪」の各柱は、その分野が育む「世界における在り方」

であるアーキタイプを生み出す。賢者は聖典を読み、自己を省み

https://harmonism.io/ja/world/blueprint/harmonic-pedagogy
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/wheel-of-relationships
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/harmonic-pedagogy
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る。建設者は手と物質を用いて働く。 癒し手は、壊れたものを
修復する。入信者は、守り、変容させる。声は、心と心の境界

を越えて理解を伝える。指揮者は、デジタル知性を統合的な目

的へと導く。観察者は、物質世界のパターンを研究する。これ

ら七つのアーキタイプを共に歩むことで、統合的な人間が生ま

れる。単一の道だけでは不十分である。築くことのできない賢

者は脆い。癒すことのできない入信者は危険である。語ること

のできない築き手は孤立する。観察することのできない指揮者

は無謀である。 その中心に立つのが、第八のアーキタイプであ
る。「学び手」—— *Shoshin

*、初心者の心、すなわち、これら七つの道をすべて可能にし、
いずれの道もアイデンティティとして硬直化することを防ぐ、絶

え間ない開放性の資質である。 自分が「学び手」であることを
忘れた賢者は独断主義者となる。忘却した「入信者」は硬直す

る。「学び手」は独立した道ではなく、あらゆる道を生き生きと

保つ心構え——すでにどれほど知っていようとも、出会うものに
よって自らを変容させようとする意志——である。

関連記事

中心：

-智慧

— 統合的な中心、学び手としての心構え、Shoshin

柱：

-『知恵の経典』

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wisdom/wisdom
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/the-wisdom-canon
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(哲学と神聖な知識)
-哲学と省察的な生活

(哲学と神聖な知識)
-手の道

(実践的スキル)
-癒やしの道

(ヒーリング・アーツ)
-武道と戦闘訓練

(ジェンダーとイニシエーション)
-言語と修辞学

(コミュニケーションと言語)
-デジタルアート

(デジタル・アーツ)
-科学とシステム思考

(科学とシステム)

教育の基盤：

-調和教育法

分野横断：

-ハーモニック・チェス・メソッド

-リビング・ヴォルト

-『クロード』メモリーガイド

-OpenClaw 対 Cowork

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/philosophy/philosophy-and-the-examined-life
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/healing/the-way-of-the-hand
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/healing/the-way-of-the-healer
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/healing/martial-arts-and-combat-training
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/language/language-and-rhetoric
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/digital/digital-arts
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/science/science-and-systems-thinking
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/harmonic-pedagogy
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/digital/the-harmonic-chess-method
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/digital/the-living-vault
https://harmonism.io/claude-memory-guide
https://harmonism.io/openclaw-vs-cowork
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関連項目

-調和の輪

-ロゴス、ダルマ

-「プレゼンスの輪」

— 聖なる知識が実践となる場所

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
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第 1 1章  ·  第 I I部  —  八つの柱

自然の輪
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7+1

畏敬—中心—とは、自然界に対する神聖な態度のことです。自
然を単なる資源としてではなく、神性の生きた表現として捉え、

私たちが地球の一部であり、地球から切り離された存在ではな

いという実感を持つことです。

パーマカルチャー、庭園、そして樹木とは、土地を育むことで

す。食料の栽培、土壌との向き合い、植樹、フードフォレスト、

アグロフォレストリー、自給自足生活などです。 これは、菜園
から森林の樹冠に至るまで、地球とその植生との生きた関係

を、実践的かつ手作業で育むことです。

自然との一体感とは、屋外で過ごす時間のことです。森、山、

川、原生自然。これは、身体、心、そして魂の糧となる、自然

界との直接的な体験です。

水とは、水とつながることです。川、湖、海、雨。水は、一つ

の要素であり、浄化者であり、神聖な物質です。これは自然の

「液体」の次元であり、その優先性、流動性、そして力におい

て、他の要素とは一線を画しています。

大地と土壌とは、自然の地質的、鉱物的、そして大地に根ざし

た側面です。素足で大地を歩くこと、コンポスト、土壌マイクロ

バイオーム、結晶や石、そして大地そのものとの関係。これこ

そが、すべての生命を支える強固な基盤です。

空気と空は、大気と天体の次元です。新鮮な空気、風、高度、

日光、月光、星空観察、昼と夜のリズム、季節。これらは地球

の息吹であり、宇宙の天蓋――上空と周囲のすべてです。

https://en.wikipedia.org/wiki/Forest_garden
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動物とシェルターは、動物とのつながりです。ペット、地元の保

護施設、野生動物、種を超えた関係性の構築とケア。

生態系とレジリエンスは、システム的な次元です。生態系への意

識、持続可能性、地域のレジリエンス、環境負荷の低減、全体

としての健全性への貢献。

畏敬の念 — 中心

畏敬の念とは、自然界に適用された「在り」のフラクタルです。

瞑想が意識そのものに注意を向けるのと同様に、畏敬の念は生

きている地球に注意を向けます。それは畏敬と感謝、そして自然

界が人間の生活の背景ではなく、その土台であり、源であり、

最も深遠な教師であるという認識をもって行われます。

現代社会は、二つの歪んだ様式を通じて自然と関わっている。

第一は搾取である。自然を原材料として、資源の宝庫として、採

掘・加工・消費されるべき無機質な物質として扱う。これは産

業的・物質主義的な関係であり、自然から内面性、神聖さ、主

体性が剥奪された状態である。 二つ目は感傷主義である。自然
を美的体験として、週末の逃避先として、インスタグラムの背景

として捉える——賞賛はされるが、真にその中に入り込むことは
なく、自然が私たちに挑戦したり変容させたりすることを決し

て許さない。畏敬の念は、これらどちらでもない。それは、地

球が生きていること、私たちがその生命システムの中に組み込

まれていること、そして私たちと地球との関係が搾取的なもので

はなく相互的なものであるという、単なる知的な認識ではな

く、内臓的、身体的、そして精神的なレベルで感じ取られる認

識である。 アンデス地域の伝統では、これを「Ayni（聖なる相

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms


115

互性）」と呼んでいる。つまり、地球から何かを受け取る際には

必ず何かを還元しなければならないという認識であり、この交

換は道徳的な義務ではなく、生命の世界が自らを維持するため

の法則であるということだ。

世界中の先住民族の伝統は、この理解において一致している。

アンデス伝統のパチャママ、ギリシャ人のガイア（これは、生

命の世界が自らを組織化する宇宙的秩序として理解されており、

ヴェーダ伝統における「Ṛta」や、ギリシャ・ローマ哲学におけ
る「Logos」と呼ばれるのと同じ原理であり、 宇宙に内在する
調和的な知性）、オーストラリア先住民の聖なる大地、ヴェーダ

ブミ・スクタ——これらは素朴なアニミズムではなく、システム
科学が今や裏付けていることを高度に認識したものである。す

なわち、地球は自己調整的な、相互につながった生きたシステ

ムとして機能しており、その中ではどの部分も全体から独立して

存在することはない。 この現実に対する意識の適切な反応こそ
が、畏敬の念である。それは絶対者の代わりに自然を崇拝する

ことではなく、自然こそが絶対者の最も直接的かつ具体的な表

現であり、顕現した神の体であるという認識である。

これらの柱は、実践的なものからシステム的なものへと向かう

動きを描き出し、その核心には要素的な構造がある。『パーマカ

ルチャー、ガーデンズ＆ツリーズ』は、あなたの足元の地面か

ら始まる――土に手を入れ、成長と腐敗のサイクルに参加する、
地球との最も直接的で実践的な関係である。「自然への没入」

は、より広大な景観――森、山、川、そして野生の場所を身体で
直接体験すること――へと広がっていく。 三つの根源的な柱が
核心を成しています。水（液体の次元）、大地と土壌（固体の次

元）、そして空気と空（大気と天体の次元）——これらが一体と
なって、人間が物理的な宇宙と関わる根源的な三要素を完成さ

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://en.wikipedia.org/wiki/Prithvi_Sukta
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せます。「動物と住処」は種を超えた次元をもたらします。すな

わち、私たちの絆が人間や植物の界を超えて広がっているとい

う認識です。 「エコロジーとレジリエンス」は、システムレベ
ルでこの輪を完結させます。全体を理解し、その健全性に貢献

し、地域および地球規模でレジリエンスを構築することです。

自然の精神的な側面は、生態学的な側面から切り離すことはで

きません。生態学的危機は、その根源において、認識の危機、

すなわち自然界を神聖なものとして見ることができていないこ

とにあります。根底にある関係性が依然として搾取である限り、

いかなる政策、技術、規制も地球を癒すことはできません。 畏
敬の念こそが薬である。人間が森を生きとし生けるものとし

て、川を神聖なものとして、土壌を地球の体として真に認識した

とき、搾取しようとする衝動は、道徳的な努力によってではな

く、見方の転換によって解消される。自然の輪（Wheel of 自然）
は、この転換を育むために存在する。搾取から参加へ、消費か

ら共生（同時に）へ、分離から帰属へ。

関連記事

畏敬の念（畏敬） — 中心：自然界に対する神聖な姿勢

パーマカルチャー、庭園、樹木 — 大地と向き合う：食料の
栽培、土壌との向き合い、植樹

自然との一体感 — 自然の風景との直接的な触れ合い：森、
山、川

水 — 生命の源：川、湖、海、きれいな水、流域

大地と土壌 — 基礎：土壌を生き物として捉える、大地との
つながり、堆肥作り

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/reverence/reverence
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/permaculture/permaculture-ecosystems
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/permaculture/permaculture-ecosystems
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/immersion/nature-immersion
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/immersion/nature-immersion
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/water/water
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/earth/earth-and-soil
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/earth/earth-and-soil


117

空気と空 — 雰囲気と息吹：新鮮な空気、風、星明かり、存
在感

動物と住処 — 種間関係：共生、野生生物、生息地の造成

生態系とレジリエンス — システム的視点：万物のつながり
とレジリエンスの構築

関連項目

調和の輪

Ṛta

物質の輪 — ここで、「調達と供給」は消費するものの物流を
担当し、「自然」は栽培の実践と土地との生態学的関係を担

っています

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/air/air-and-sky
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/air/air-and-sky
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/animals/animals-and-shelter
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/ecology/ecology-and-resilience
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/ecology/ecology-and-resilience
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/matter/wheel-of-matter


118

第 1 2章  ·  第 I I部  —  八つの柱

レクリエーションの輪
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7+1

喜び—中心—とは、生きていることへの無条件の歓びです。現
実逃避としての快楽ではなく、調和した魂の自然な状態としての

喜び—「今ここ」にあることの、遊び心にあふれ、創造的で、祝
祭的な側面です。

音楽とは、自分の音楽的な側面を受け入れることです。聴くこ

と、演奏すること、歌うこと、コンサートに行くこと。音楽は

創造的な表現であると同時に、魂の糧でもあります。

視覚芸術・造形芸術とは、芸術的な創造活動です。絵画、ドロ

ーイング、彫刻、写真、工芸など。これは、自らの手で美を創造

することです。

物語芸術とは、あらゆる形態の物語のことです。映画、ドラマ、

ドキュメンタリー、ポッドキャスト、書籍、創作、詩、ストーリ

ーテリングなどです。これは人間体験における物語の次元であ

り、自分自身や世界を理解する方法を形作る物語を、消費し、

創造し、共有することです。

スポーツと身体遊びとは、身体的なレクリエーションです。スポ

ーツ、野外ゲーム、遊びとしての武道、身体的な競争や協力など

が含まれます。これは、動きそのものの喜びのために身体を動

かすことです。

デジタルエンターテインメントとは、ビデオゲーム、バーチャル

リアリティ、インタラクティブメディア、オンラインプレイのこ

とです。これは現代を象徴するレクリエーションの形態であり、

仮想世界とのインタラクティブで没入感があり、戦略的な関わ

り合いです。受動的な消費でも身体活動でもない、独自の遊び

の形態です。
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旅と冒険とは、新しい場所、文化、風景を探求することです。

旅とは、視野を広げ、驚きを新たにすることです。

社交の集いとは、祝賀会、夕食会、祭り、パーティー、地域イ

ベントのことです。これは喜びの社会的側面であり、ただ共に

いるために共にいることです。

喜び — 中心

喜びとは、遊びに適用された「在り（プレゼンス）」のフラクタ

ルです。 瞑想が意識そのものに注意を向けるように、喜びは意
識が重荷から解放された時に生じる自発的な歓びに注意を向け

る。それは、魂が努力も、演技も、防御もせず、ただ生きてそ

の瞬間に没頭している時に現れる、自然な軽やかさである。

現代社会は、喜びをエンターテインメントでほぼ置き換えてしま

った。エンターテインメントは商品であり、消費され、受動的

に受け入れられ、気を紛らわせるために設計されたものであ

る。喜びは在り方の状態であり、条件が整った時に内側から湧

き上がるものである。 この区別が重要なのは、喜びが娯楽へと
変質することで逆説が生じるからだ。文化が娯楽を消費すれば

するほど、体験する喜びは減っていく。スクリーンは増え、選択

肢は溢れ、魂は重くなる。ハーモニズムが「レクリエーション」

を『輪』の重要な柱の一つに据えるのは、単なる気晴らしを美

化するためではなく、遊び、創造性、そして祝祭を、調和のと

れた人生の不可欠な側面として取り戻すためである。これらは

他のいかなる側面と同様に、意図的な取り組みを必要とするも

のだ。
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喜びは軽薄さではない。それは、自分の人生が調和していると

いう、肌で感じる証拠である。健康、人間関係、天職、そして

精神的な実践が調和している人は、幸福を「追い求める」必要

はない。喜びは、真実に生きる人生の自然な副産物として湧き

上がる。逆に、喜びの慢性的な欠如は診断的なシグナルであ

る。車輪のどこかがバランスを崩しており、人生の何らかの側

面が軽視されたり歪められたりしているのだ。 「レクリエーシ
ョンの輪」は、他の輪における「真剣な」仕事を完了した際の

報酬として存在するのではなく、全体を構成する不可欠な次元

として存在する——これなしには、全体は不完全である。

その柱は、人間の遊びと創造的表現の全領域を網羅している。

音楽が最初に挙げられるのは、それがレクリエーションと神聖

な領域を結ぶ最も直接的な架け橋だからだ。音は、振動として

の体験であり、感情のカタルシスであり、交わりである（プレ

ゼンスの「音と沈黙」の柱を反映しているが、ここでは瞑想的

モードではなく、レクリエーション的モードとして捉えられ

る）。 視覚芸術・造形芸術は、手を遊びに導く。何かを作り出す
喜び、想像力に形を与える喜びである。物語芸術は、物語とい

う側面を称える。映画、書籍、ポッドキャスト、創作など、あら

ゆるメディアにおける物語への人間の欲求——現実の、あるいは
想像上の他者の人生を通じて、自身の経験が反映され、広がっ

ていくのを見るための欲求である。スポーツ・身体的遊びは、

身体をレクリエーションに組み込む。競争心、協調性、そして

身体的な努力と戦略的思考がもたらす純粋な喜びである。 デジ
タル・エンターテインメントは、インタラクティブな側面を認識

するものです。ビデオゲーム、バーチャルリアリティ、インタラ

クティブ・メディアは、受動的な消費ではなく、仮想世界への能

動的かつ没入的な、プレイヤー主導の関与として、真に独自の遊

びの様式です。旅行と冒険は、広がりのある側面をもたらしま
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す。それは、未知のものとの出会いから生まれる再生です。社交

的な集まりは、この輪を完成させます。それは、共に祝うこ

と、食事や笑い、そして何の目的もなくただ共にいることを分

かち合うという、人間にとって不可欠な欲求です。

喜びは、単に整然とした生活の副産物というだけでなく、その

秩序そのものを向上させる生成的力でもある。ヨハン・ホイジ

ンガの『ホモ・ルーデンス』は、遊びが文化に服従するもので

はなく、文化を構成する要素であることを示した。 ミハイ・チ
クセントミハイによるフロー)に関する研究は、最適なパフォー
マンスが「遊びの状態」——つまり、自己意識による干渉なしに
挑戦と技能が出会う領域——から生まれることを裏付けている。
道教の無為の原理は、瞑想的な側面から同じ真理を指し示して

いる。すなわち、努力を要しない行動は、より懸命に努力する

ことから生まれるのではなく、完全に調和することで、努力が

没入へと溶け込んでいくことから生まれるのである。遊びは能

力を生み、能力は調和を生み、調和はより深い遊びを生む。 あ
らゆる領域で「喜び」を育む人は、単に自分の「輪」が整って

いることを示すだけでなく、その秩序化を加速させるのです。

「楽しみは『ダルマ（自己実現）』と『より大きな善』に奉仕し

なければならない」という指針は、清教徒的な制約ではなく、

質を測るフィルターです。消耗させ、依存させ、感覚を麻痺さ

せ、あるいは人間性を貶めるようなレクリエーションは、レク

リエーションではなく消費に過ぎません。回復させ、インスピ

レーションを与え、つながりを生み出し、活力を与えるレクリ

エーションこそが、真のレクリエーションなのです。 「レクリ
エーションの輪」は、何が許容される楽しみであるかについて

道徳的な説教をするものではない。それはただ一つの診断的な

問いを投げかける。この活動は、あなたをより生き生きとさ

https://en.wikipedia.org/wiki/Flow_(psychology
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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せ、よりつながりを感じさせ、より「今ここ」に存在させる

か、それともその逆か？ 喜びは、心が熟考を終える前にその答
えを知っている。

関連記事

(作成予定)

関連項目

調和の輪

ダルマ

「プレゼンスの輪」 — ここでは「音と沈黙」が瞑想的実践
であり、音楽はそのレクリエーションとしての表現である

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
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これは生きた本である.

h a r m o n i s m . i o
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